
 

 

 

京都市では、皆様方からの地域コミュニティ活性化のための様々なお問合せにお答

えするため、総合的な相談窓口である「地域コミュニティサポートセンター」を設置

しています。 

自治会・町内会の運営に関すること、楽しく地域活動を行う工夫など地域コミュニ

ティの活性化に関することについてご相談がありましたら、各区役所・支所地域力推

進室または地域コミュニティサポートセンターへご連絡ください。 

 

 電 話 ＦＡＸ 

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 

サ ポ ー ト セ ン タ ー 

（文化市民局地域自治推進室内） 

皆の和でくらし安らぐ

２２２－３０９８ 
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（Ｅメール）chiikizukuri@city.kyoto.jp 
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 「自治会・町内会＆ＮＰＯおうえんポータルサイト」について   

 京都をより良くするために頑張っている自治会・町内会とＮＰ 

Ｏ法人（特定非営利活動法人）の皆さんを応援するホームページ 

を設けています。このハンドブックの内容をはじめ、各学区の紹 

介、市内の各ＮＰＯ法人の活動内容等が掲載されています。 

  また、自治会・町内会とＮＰＯの縁結びをお手伝いするページ 

も設けています。 

＜アドレス＞http://www5.city.kyoto.jp/chiiki-npo/ 

      ※検索サイトで「京都 自治会 おうえん」と入力して検索 

地域コミュニティサポートセンターのご案内 



 

 

 

京都市では地域における人と人との 

絆づくりを進めています 
 

 

いろいろな考えや意見のちがいがあっても、だれもが安心してくらしていくため、

地域にくらす人と人とのつながりが大切であることは、わたしたちみんなの共通の思

いではないでしょうか。 

このつながりをしっかりと支えていくため、京都市では「京都市地域コミュニティ

活性化推進条例」を定めました。 

 

 これから、地域コミュニティをより活性化させていくためには、自治会・町内会や

学区自治組織による自主的な活動が大切になります。そこでこの度、自治会・町内会

や学区自治組織についての基礎知識や活動にあたってのアドバイス、様々な取組事例

などを集めて、このハンドブックを作成しました。 

 自治会・町内会や学区自治組織の役員の方は、運営や活動を円滑に行い、また改善

していくための手引きとしてご活用ください。また、地域活動にあまり関わっていな

い方や自治会・町内会に加入されていない方も、地域コミュニティについて理解を深

めるために、ご一読いただければ幸いです。 

 

 

 

 

◆お読みいただく前に◆ 

 京都における地域活動は、自治会・町内会と自治連合会などの学

区自治組織が一体となって行われています。このハンドブックでは

便宜上、「自治会・町内会の～」という標記に原則として統一させて

いただきましたが、地域によっては、それらの活動を自治会・町内

会ではなく学区自治組織が主体となって行っている場合もあります

ので、ご了解のうえ、ご一読、ご活用ください。 

 

は じ め に 
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もう一度見直しませんか？ご近所づきあいの大切さ 

学校での友達とのおつきあい、仕事場での同僚とのおつきあいが大切なことは、み

んなが感じていることだと思います。でも、人生の多くの時間を過ごしている、家で

のご近所とのおつきあいは、近年、縁遠くなりつつあるのではないでしょうか。 

一時代前と比べて家の防犯機能も高まり、買物も 24

時間できるようになった今、お隣さんに声をかけてから

出かける、醤油や味噌を借り合ったりする、といったこ

とは行われなくなってきました。 

また、核家族や共働きの世帯が増えたことで、昼間、

家にだれもいない家庭が増えてきたことも、ご近所と縁

遠くなってきた原因かもしれません。 

 

万一の時に頼りになるのはご近所さんです 

でも、核家族や共働きの世帯が増えているということは、一人ぐらしのお年寄りや、

昼間は家に子どもしかいない家庭が増えているということでもあり、ご近所どうしで

見守り合うことの大切さは、高まっているのではないでしょうか。 

そして、震災のような大災害発生時はなおさらです。消防庁の資料によると、阪神・

淡路大震災の際、ガレキの下から警察・消防・自衛隊で救助された方は約８千人、市

民によって救助された方は約２万７千人だったそうです。災害発生直後は、行政は人

命救助や消火活動を最優先に取り組むため、まずは自治会・町内会を中心としたご近

所どうしの助け合いが大切になります。 

ご近所の皆さんと、いざという時に助け合えるおつきあいをするため、自治会・町

内会に加入すること、普段から共に活動することが重要です。 

 

 自治会・町内会で住みよいまちづくりを 

自治会・町内会は、地域の皆さんの自由な意志によって結成され、住民どうしの親

睦を深め、地域の中で問題が起きたときにその解決を図る団体です。 

京都では、「自分たちのまちは自分たちでつくっていく」という住民自治の伝統の

もとに、自治会・町内会を中心に、その集まりである学区自治組織や、活動目的に応

じた各種団体も一緒になって地域コミュニティが形成され、住みよいまちづくりに取

り組んでいます。 

 

※ 住民自治組織の名称は、「自治会」「町内会」「住民の会」など様々ですので、このハンド 

 ブックではそれらを総称して「自治会・町内会」に統一しています。  

１ 自治会・町内会の役割 
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（１）京都の地域コミュニティについて 

京都市内には「学区（元学区）」と呼ばれる地域活動単位があります。室町時代の

自治組織「町組」や明治時代の小学校「番組小学校」の歴史を受け継いでおり、現在

では小学校の統廃合により通学区域とは必ずしも一致しませんが、様々な団体による

多くの地域活動が、今もこの「学区（元学区）」を中心に行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊市政協力委員制度について 

自治会・町内会とは別に、京都市には「市政協力委員」制度があります。市民の皆様と市

政をつなぐ制度として、昭和 28 年に発足し、現在、8、２00 名を超える委員の皆様に、市

民しんぶんをはじめとする広報物の配布やポスターの掲示、更には市民の皆様のご要望をお

聞きし、区役所などにお取次ぎいただくなど、市政の推進に欠かすことのできない広報・広

聴の基盤を担っていただいています。市政協力委員は市長から委嘱され、任期は 4 月から翌

年 3 月までの 1 年間で、非常勤特別職の公務員です。 

＜参考＞地域で活動する様々な団体（３１ページ） 

２ 自治会・町内会の基礎知識 

 

地域で活動する住民の組織（概ね学区単位） 

 自分たちの地域は自分たちの手で。 

 自治会・町内会や、さまざまなボランティア団体、 

事業者などが協力し合い、防災・防犯の取組をはじ

め、清掃活動や学区の運動会など、それぞれの地域

で多彩な催しが行われています。 

 

【ある地域の例】 

事業者 

自主防災会 

学区自治連合会 

 

社会福祉協議会 

体育振興会 

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 

 

○○○ 

＊  

ＮＰＯ法人などの

市民活動団体 

大 学 

寺 社 

その他 

自治会 町内会 
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（２）自治会・町内会や学区自治組織の活動について 

自治会・町内会や学区自治組織は、住民同士の自由な意志によって結成されている

任意の団体ですから、法律などで定められた運営方法や活動内容があるわけではあり

ません。住民の皆さんが十分話し合ったうえで、無理のないような運営方法や活動内

容を決めていくことが大切です。 

また、自治会・町内会では、独自の活動と学区自治組織や各種団体の活動への参画

の両方によって、年間の活動が構成されている場合が一般的です。 

一般的な自治会・町内会や学区自治組織の年間の活動は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           前年度の反省を次年度の計画、予算に反映 

 

  

 

＜総会＞ 

 

 

年間計画 

・予算の 

決定 

 

 

役 員 の 決

定 

 

＜総会＞ 

 

 

事業報告 

監査報告 

決算の承認 

◇年間を通じて行う活動 

 ・防犯や防災のパトロール 

 ・児童の登下校時の見守り 

 ・お年寄りの見守り、支援 

 ・環境・美化活動 

 ・集会所の維持管理 など 

 

◇日を決めて行う催しなど 

 ・お祭り、地蔵盆 

 ・運動会、文化発表会 

 ・防災訓練 

 ・一斉清掃 

 ・敬老の集い  など 

 ・集会所の維持管理 など 

◇広報、広聴活動 

 ・広報紙等の作成、配布 

 ・チラシ等の作成、回覧 

 ・住民要望の学区、行政への伝達など 

 

◇親睦、互助のための活動 

 ・お花見、親睦旅行、忘年会 

 ・葬儀の際のお手伝い など 

 

◆監査 

・帳簿、領収書等 

 の確認 

・問題点の指摘 
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（３）自治会・町内会の設立について 

 転入された方は、その地域に既にある自治会・町内会に入るケースが一般的ですが、

新しい大規模マンションが建設された場合や、新しく開発された住宅地に一度に住宅

がたくさん建設された場合などには、自治会・町内会を新たに設立するケースがあり

ます。 

 設立には、「町内会がやっぱり必要だ」「みんなでつくろう！」という気運の高まり

が大切です。まずは、みんなで集まる機会をつくり、自治会・町内会について話し合

ってみましょう。 

 また、学区自治組織は、自治会・町内会の設立を積極的に働き掛けて、運営方法を

アドバイスしたり、隣接する自治会・町内会との橋渡しをするなど、地域の一員とし

て温かく迎えましょう。 

 地域コミュニティサポートセンター（裏表紙参照）や各区役所・支所地域力推進室

では、規約や各種様式の見本を提供するなど、自治会・町内会の設立を支援していま

すので、お気軽にご相談ください。 

 

○設立の一般的な手順 

 設立に向けた気運の高まり    住民有志による設立準備会の発足 

 

 準備委員会を中心に設立に向けた準備作業  

 ・名称、区域、役員選出方法などを検討し、規約案を作成 

 ・会費や事業を検討し、予算案と事業計画案を作成 

 ・学区自治組織などの関係先と協議    など 

 

 設立趣意書を作成して、地域住民に加入を呼び掛け   設立総会を開催 
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（４）自治会・町内会の法人化について 

地域住民による任意の団体である自治会・町内会は、会社や社会福祉法人、ＮＰＯ

法人などのような法律上の「法人格」が無く、土地や建物などの不動産を所有してい

ても、自治会・町内会の名義での登記ができません。 

そのため、例えば、集会所の土地や建物が会長の個人名義で登記されて、その名義

人が亡くなったり、転居された場合に問題が生じることがありました。 

 そこで、平成３年に地方自治法が改正され、自治会・町内会（法律上は「地縁によ

る団体」と呼びます）が法人格を取得できるようになり、自治会・町内会の名義で不

動産等の登記ができるようになりました。 

 

○認可の要件 

  自治会・町内会が法人格を取得するには、市長の認可が必要です。自治会・町内

会が不動産等を保有しているか、保有する予定があることが前提条件となっており、

それに加えて以下の要件が備わっている必要があります。 

 

① 区域内の住民相互の連絡、環境の整備、集会施設の維持管理など、良好な地域

社会の維持及び形成に資する共同活動を行うことを目的とし、現にその活動を行

っていると認められること。 

② 区域が住民にとって客観的に明らかなものとして定められていること。 

③ 区域内に住所を有するすべての個人が構成員になることができるものとし、そ

の相当数の者が構成員となっていること。（自治会・町内会で構成する学区自治

連合会等は認可を受けることができません。） 

④ 規約を定めていること。その規約には、目的、名称、区域、主たる事務所の所

在地、構成員の資格に関する事項、代表者に関する事項、会議に関する事項、資

産に関する事項が定められていること。 

 

○認可申請の手続 

  具体的な手続、必要書類等については、事前に地域コミ

ュニティサポートセンター（裏表紙参照）または各区役

所・支所地域力推進室まちづくり推進担当へご相談くださ

い。 

  また、「町内会・自治会の法人化の手引き」がホームペ

ージに掲載されていますので、そちらもご覧ください。 

  

 ＜アドレス＞ 

   http://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/page/0000121642.html 

   ※検索サイトで「京都市 自治会 法人化」と入力して検索  
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 自治会・町内会は、住民の自由意志によって結成される任意団体です。そのため、

法令などにより規約や会則を作ることが義務付けられているわけではありません。 

 しかし、ルールを明文化しておくことで、新しく加入する人に会のことを分かりや

すく説明できて、役員も明確なルールに基づいて安心して活動できます。 

 規約や会則を決めるにあたっては、会員の総意で自治会・町内会の方針を決定する

「総会」を開き、よく話し合ったうえで議決し、制定しましょう。 

 規約に定める内容は、一般的に以下のようなものです。ただし、規約は改正につい

ても総会で議決することが望ましいため、あまり細かいことまで規約で定めてしまう

と、規約改正のために頻繁に総会を開く必要が生じたり、会を弾力的に運営できなく

なる恐れがあります。重要な事項だけを規約で定めて、軽易な事項は、細則や役員会

の決定に委ねるという方法もあります。 

 

 ○規約に記載する内容（例） 

名称・事務所 会の名称や、事務所の所在地などを記載します。 

目    的 
「互いに支え合う、住みよい地域づくり」など、会の設

立趣旨を記載します。 

事    業 
「交流」「防犯」「防災」「美化」など、目的を達成するた

めの事業を記載します。 

区    域 
「○○町全域」「○○通から○○通までの区域」など、会

の区域を記載します。 

会    員 「区域内に住む住民」などと記載します。 

役    員 
会長・副会長・会計など役員の種別や選任方法、職務・

任期などを記載します。 

会    議 
総会、役員会などの会議について、議決する内容や、招

集の方法、定足数などを記載します。 

会    費 
「一世帯当たり月額○○○円」、「毎年総会で決める」な

どと記載します。 

 
 ＜参考＞規約（会則）の見本（６２ページ） 

  

３ 自治会・町内会の運営について 

① ルールを決めよう ～規約、会則について～ 
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 自治会・町内会の会議のあり方についても、法令で定

められているわけではありませんが、住民の皆さんの会

への関心と信頼を高めるためにも、少なくとも年に１度

は、全員に参加を呼び掛ける「総会」を開きましょう。 

 総会では、前年度の事業報告と決算、翌年度の事業計

画と予算、役員の選出などについて議論し、議決します。

役員会や組長（班長）会、専門部会では、総会で決まっ

た事項の実務的な進め方などについて話し合います。 

 

＜総会開催の段取り＞ 

①議案を作る 

 役員が中心となって、総会に提出する議案（事業計画、予算など）を作成します。 

②開催を通知する 

 日時、会場、議題を記載した通知を作成します。議案やその概要ができていれば、

それも添付することが望ましいです。遅くとも開催日の５日前までには全員が目にす

るよう、早めに配布、回覧することが大切です。欠席の方には、委任状または表決書

の提出を呼びかけましょう。 

 ＜参考＞出席票・委任状・表決書の見本（６６ページ） 

③開会する 

 出席者の数と委任状、表決書の数を確認し、規約等で定足数の定めがあれば、それ

を満たしているか確認が必要です。冒頭で議長と議事録署名人（２～３人）を自薦や

他薦により選出します。議長は会長が務める場合もあります。 

④議案を審議、議決する 

 役員から議案を説明し、質問や意見を受け付けます。出席者が発言しやすい雰囲気

作りに努めて、多くが賛同する意見があれば柔軟に原案を修正しましょう。議案は規

約等で定める方法で議決し、その際には、委任状や表決書の票数も忘れずに算入して

ください。また、せっかく住民が集まる機会ですので、議案以外の事項について意見

交換するのも良いでしょう。 

⑤閉会する 

 閉会後は、書記などが速やかに議事録を作成し、議事録署名人の押印を得て、議案

資料と一緒に大切に保管してください。また、総会の結果は、広報紙、回覧板などで

すべての住民にお知らせしましょう。 

＜参考＞議事録の見本（６７ページ）  

② 会議をしよう ～総会、役員会について～ 
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 引き継ぎ書を作ろう 

 「役員を引き受けると何をさせられるか

分からない…」という不安の声が聞かれ

ます。 

 各役員の仕事を明文化（マニュアル

化）しておけば、引き受け 

る方も安心です。それに、 

任期中に起こった問題や 

気づいた課題を書き足し 

た「引き継ぎ書」を作れば 

役員が代わっても受け継 

がれて、会の運営がより 

良くなっていきます。 

 
 
 
  
自治会・町内会に加入しない理由として「役員が回って来たら大変そう…」という

声があげられることがあります。確かに時間や労力はかかるかもしれませんが、自分

の暮らすまちをより深く知ることができますし、今まで知らなかった人と出会い、顔

見知りになっていくことで、安心・安全にもつながっていきます。 

自治会・町内会には一般的に下記の役員がいます。 

 

○会長 

会の代表者として、役員を統括し、会の運営に責任を負います。また、学区や各種

団体の会議や行事に出席することもあります。 

○副会長 

 会長を補佐し、会長が不在の時には職務を代行します。複数の副会長を置いて、分

野ごとの統括責任者としている自治会・町内会もあります。 

○書記 

 会議の記録、広報紙、回覧の作成など事務全般を受け持ちます。副会長や会計が兼

務している場合もあります。 

○会計 

 会費などの収入や物品購入代などの支出を行います。それに伴って、通帳や現金を

管理するとともに、出納帳簿などの書類を作成し、領収書等の必要書類を保管します。 

○監事（会計監査） 

 帳簿や領収書などを確認し、会計処理や事業運営が適正に行われているかをチェッ

クします。その役割上、他の役員と兼務するべきではありません。 

○組長（班長） 

 会の区域を組（班）に分けている

場合に、そのまとめ役として、組（班）

内の会費の徴収、情報の伝達などの役割

を担います。 

○専門部長 

 防犯、福祉、体育、お祭りなど、各活

動分野を統括します。各種団体の委員を

兼ねている場合もあります。 

 

 役員の決め方は、立候補による選挙、

役員の互選、組長（班長）で持ち回り、

くじ引きなど、町内会ごとに違います。

どの方法が正しいとは一概に言えませ

んが、住民みんなでよく話し合って、納

③ 役割を決めよう ～役員について～ 
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 「 有 志 」 を 登 用 

 役員は経験や地域（組）のバランスを考

慮して決まる場合が多いですが、活動分

野によっては「やりたい！」という意欲を持

った「有志」がいる場合があります。 

 そういう有志が、会の慣例で役員になれ

なかったり、１年で交代してしまうのはもっ

たいないと思いませんか？。 

 役員の任期を弾力的 

にしたり、通常の役とは 

別の役（組織）を作って 

そこで継続的に活動し 

てもらうことで、有志の 

力を有効に活用する方 

法もあります。 

 

得のいく方法にすることが大切です。 

 また、選出方法はどうであれ、最終的には総会で議決（承認）を得ることが望まし

いです。 

 

 持ち回りやくじ引きで役員を決めて

いる場合は、仕事、育児、介護、病気な

どの事情で、活動になかなか参加できな

い方に役員が回ってくる場合がありま

す。 

 その場合は「仕方ない」と免除したり、

名ばかりの役員にするのではなく、会議

の時間をずらす、随時できるような業務

をお願いするなどにより、できるかぎり

運営に参加してもらえるように努めま

しょう。一つの役に複数の人を充てて、

１人当たりの負担を軽減するのも一つ

の方法です。 

 ただし、どうしても無理な方には役員

を免除できるよう、あらかじめ総会

などでルールを決めておいて、不公

平感を与えないことが大切です。 

 

また、女性や若者も役員になってもらうよう積極的に働き掛けましょう。新しい視

点や発想で自治会・町内会の活動の幅が広がって、地域活動に関心の低い人々を呼び

込む力になるかもしれません。 

 

  

地域活動 に参加 して心 豊 かな暮 らしを 

～真のワーク・ライフ・バランスについて～ 
  

 仕事は大事です。家族ももちろん大事です。でも、それだけで十分でしょう

か？京都市では、人生を豊かに過ごすためには、仕事とのつながり、家族との

つながりに加えて、地域や社会とのつながりも必要だと考えています。その３

つのつながりが調和した生き方「真のワーク・ライフ・バランス」を推進する

ために、市民や企業への啓発などに取り組んでいます。 

 自治会・町内会などの地域活動は、とかく「面倒なも 

の」と思われがちですが、人間関係が広がる、知識や経 

験が地域で活かされるなど、人生にプラスになる面もあ 

ることを伝えて、積極的な参加を呼びかけましょう。 

 



－ 10 －

 誰でもいつでもできる活動を 

 お祭りや親睦旅行は町内を元気にする
ために有意義なものですが、仕事や家庭

の事情、病弱などで行けない方もおられま

す。 

 そこで、時間帯や家庭状況、身体状況

に関わらず、誰でも参加できる事業も考え

てみてはどうでしょうか。例えば「わが町川

柳募集！入選者には賞品進呈♪」。これ

なら、誰でも空いた時間に考えて応募でき

ますよね。 

 大切な町内会費をいただいているのです

から、どなたも何らかの活動には参加し

て、地域に愛着を持っていただきましょう。 

 
 
 
  
一般的に、自治会・町内会では、清掃活動や親睦事業、防災訓練などの活動に取り

組んでおられます。ある会では、年間、以下のような活動をされています。あくまで

も一例であり、無理のない範囲で行うことが大切です。 

 

４月 役員会、町内会費徴収、総会 

５月 町内一斉清掃 

８月 地蔵盆 

９月 敬老のお祝い会 

１０月 学区民運動会、交通安全啓発、ふれあい祭り 

１１月 防災訓練、公園清掃 

３月 役員引継ぎ 

通年 古紙回収、登下校見守り 

＜参考＞事業計画書見本（６８ページ） 

 

自治会・町内会は人手もお金も限られ

ていますので、無理のない範囲で活動

を行うことが大切です。 

取組に優先順位を付けて「うちのま

ちは花いっぱいのまちを目指そう」「今

年は防災・防犯対策に力を入れよう」

など、重点目標を決めて取り組めば、

住民にも町内会の活動が伝わりやすい

でしょう。 

また、参加者が少なくなったり固定

化している取組や地域の実状に合わな

くなった取組は、みんなで話し合って

見直すことも必要です。 

 

 地域で活動している団体は町内会

だけではありません。社会福祉協議

会、ＰＴＡなど様々な団体も、住民

を対象にした活動を行っています。そうした団体と事前に情報交換し、大きな行事の

日程が重ならないようにしたり、合同で開催するなど、協力し合いましょう。 

  

④ 活動を決めよう ～事業計画について～ 
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 会 費 を払 いやすい工 夫 を 

 会費の集金は気の重い役回りです。中に
は支払いを渋る人もいるかもしれません。そ

んな時には、会の重要性や会費の用途につ

いて理解を求めるとともに、支払いを渋る理

由にも耳を傾けて、会費の基準や徴収方法

を改善するのも一手です。 

 例えば、月払いと年間一括払いのどちらで

も選べるようにする方法もあります。また、止

むを得ない事情がある場合には会費の減免

や支払猶予を認めている自治会・町内会も

あります。 

 ただし、組長（班長）や役員の一存では不

公平になりますので、総会などで話し合っ

て、明確な基準のもとで、弾力的な会費徴

収を行いましょう。 

 

 
 
 
  
お金を適正に扱うことは、自治会・町内会が住民から信頼されるために最も大切な

ことです。 

 「みんなのお金を預かっている」という意識を持って、厳重に管理して無駄なく使

いましょう。また、ルールを定めた「会計規則」を作成し、総会などで決定すれば、

住民の信頼が厚くなり、役員も安心して会計処理ができます。 

  

 

 

 自治会・町内会の収入の大部分を占めるのが、住民からの会費です。会費の額につ

いては、地域で話し合って不公平感を与えないような金額、算定基準にしましょう。

その金額、基準については、規約で定

める、総会で議決するなどにより、全

員に広く知らせることが望ましいで

す。 

 組長（班長）が会費を集めて、まと

めて会計に持参している自治会・町内

会では、組長（班長）は個人のお金と

は区別して会費を保管し、できる限り

速やかに会計に引き継ぎましょう。会

費を支払った住民に領収書を渡すの

はもちろんのこと、組長（班長）と会

計の間でも、会費を引き継いだ日時、

金額等を書面で残す方が安心です。 

 会計は預かった会費を厳重に管理

し、自治会・町内会の口座があればこ

まめに入金して、現金を手元に置か

ないようにしましょう。 

 

 収入としては他に、バザーや古紙回収の収益金、学区や各種団体、行政からの事業

補助金、地元の企業や商店からの協賛金、寄付金などが考えられます。いずれも帳簿

に記録し、速やかに口座に入金しましょう。また、企業や商店からの協賛金や寄付金

があれば、広報紙、回覧板等で住民に広くお知らせし、企業や商店にとっても「甲斐

があった」と思ってもらえるように努めましょう。 

  

⑤ お金を管理しよう ～会計について～ 

 

収 入 （会費など） 



－ 12 －

 

 

 

 物品の購入等のために支出した場合は、必ず帳簿に記載し、領収書、振込伝票など

の支払い証拠書類を保管しましょう。テント、カメラなどの備品の場合は台帳に記載

して管理し、文房具などの消耗品の場合も、個人の消耗品と混同しないように気を付

けましょう。 

 もし集めた会費が手元にあっても、そこから支出して残額を会費として収入するこ

とは望ましくありません。会費は全額をいったん収入処理し、それとは別に必要額を

支出処理してください。 

 地蔵盆や地元社寺の祭事などは地域の文化の一部になっており、宗教性は薄いと考

えられますが、地域には様々な考えの方がおられますので、宗教性のある事業やその

他寄付行為については、町内でよく話し合って決めましょう。 

 

 

 

 自治会・町内会の口座の通帳と印鑑は別々の人が持つようにし

て、いずれも施錠できる場所で厳重に保管しましょう。帳簿に記

載した額と、通帳残額、領収書等の金額が一致しているかを定期

的に確認し、合わなければ、その都度原因を究明しましょう。 

 集会所の建設などのために積立を行っている場合は、別会計に

して管理すべきです。 

 

 

 

 年度当初には、その年度の収入・支出の見通しをまとめた「予算書」を作成します。

前年度の決算状況や反省点を踏まえて、他の役員と相談しながら作成しましょう。年

度末には、その年度の収入・支出の実績をまとめた「決算書」を作成します。いずれ

も総会で提案し、議決を得ることが望ましいです。 

＜参考＞予算書・決算書見本（６９・７０ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支 出 

管 理 

予算書 ・ 決算書の作成 

 
 決算書ができたら、会計監査（監事）の役員が、帳簿、通帳、領収書等を見比

べて、適切に会計処理がなされているかチェックします。会計監査（監事）は気

になる点があれば、会計や他の役員に遠慮なく質問や指摘しましょう。適正に執

行されていれば、監査報告書に署名・押印し、総会でその旨報告します。 

正しい会計かチェック～会計監査～ 
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 若 手 活 用 のチャンス！ 

 最近では、パソコンを使いこなせば、プロ顔

負けの広報紙やチラシが手作りできます。ま

た、パソコンでの作業は自宅で好きな時間

にできます。そう考えると、広報は、若者に

お願いするのにピッタリなお仕事です。心当

たりが無ければ、公募してみるのも手ではな

いでしょうか。 

 広報紙のための取材や写真撮影をきっか

けに、自治会・町内会の活動に参加するよ

うになって、若い参加者が増えたり、将来若

手役員が誕生し 

たり…なんて相 

乗効果も出たら 

嬉しいですね。 

 

 

 

 

 

 

 広報紙、ポスター、回覧板、ホームページなどを使って、

自治会・町内会の行事予定や活動成果を広くお知らせす

ることは、町内の一体感を高めるためには大変重要です。

普段自治会・町内会の活動に関心の薄い方も、そうした

広報物を目にすることで、「自治会・町内会って頑張って

るんだな～」「払ってる会費はこんなふうに使われている

んだ～」と興味を持ってもらえるきっかけとなります。 
広報にはいろんな手法がありますので、目的や事業に

応じて使い分けましょう。 

 

◆広報紙（全戸配布） 

全員に迅速に情報を伝えたい場合に

適しています。また、各自が保存する

ことができますので、重要な事項のお

知らせは広報紙が望ましいでしょう。 

 

◆回覧チラシ 

 広報紙より安価で手軽にできる反面、

回覧が終わるまでに時間がかかります。

緊急のお知らせには不向きですが、啓

発や報告には適しています。 

 

◆ポスター 

意識しなくても目に入ることから、

自治会・町内会に関心の薄い人や未加

入者に対しても情報を伝えたい場合に

適しています。 

 

◆ホームページなど電子媒体 

カラー写真などを盛り込んで視覚的に伝えやすいうえに、発信する側は情報を随時

更新できますし、受ける側も随時情報を入手できるという利点があります。また、あ

らかじめ登録した人にメールで情報を発信する「メールマガジン」という手法もあり

ます。 

その反面、パソコンなどを使わない人、そのページを「見よう」と思わない人には

情報が一切伝わらないという欠点がありますので、紙媒体の広報手段と併用すること

が望ましいでしょう。 

⑥ お知らせしよう ～広報について～ 
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 魅力探しはみんなで♪ 

 地域の魅力を探るためには広くアンテ

ナを張る必要があり、町内での人の輪を

広げるチャンスです。 

 住民が持っている情報や昔の写真、資

料を募集するのも一手ですし、参加者を

募って「まち歩き」をして、みんなで地域

の見所を探すのも楽しいでしょう。 

 調べた「結果」以上に大事なのは、みん

なで自分のまちを見つめ直して、好きに

なるという「過 

程」なのです。 

 

 

 

 

 

広報活動は、自治会・町内会の取組を伝えることが一番大切ですが、そこから一歩

進んで、地域の様々な魅力も積極的に発信してみてはどうでしょうか。 

地域に関心の薄い人も、自分の住んでいるまちの歴史や自然など、今まで知らなか

ったことを知ることで地元に愛着が湧いて、「自治会・町内会に加入しよう」「活動に

参加してみよう」という気持ちになります。 

◆歴史、文化 

普段目にしているお寺やお地蔵さん、

石碑などの起源や地域に伝わる言い伝え

を調べてみては。新興住宅地でも、「昔は

一面の○○畑だった」といった情報は、新

しい住民にとっては興味深いものです。 

◆自然 

 町内にある公園や池

にはどんな生物がいる

のか？など、子ども達

も一緒に調べてみると

楽しいかもしれません。 

◆人 

 １００歳のご長寿、元プロ選手、折り紙

名人などなど、地域にはいろんな経歴や特

技を持つ人がいるかも。「人」の顔が見え

ると、温もりのある広報になります。 

◆お店、企業 

 お店も企業も地域の一員です。「普段看板だけ見ていたけど、中ではそんな仕事を

しているんだ！」と親しみが湧くかもしれません。

◆魅力を創ろう！ 

 「うちは文化も自然も別に無いし…」なんて言わずに、それな

ら魅力を創りましょう！ご長寿のまち、安全のまち、花いっぱい

のまちなど、我がまちの「売り」を決めて取り組んで、それを広

報紙などで訴え続けて浸透することで、それがそのまちの「魅力」

になります。親しみやすいように、標語やキャラクターを作るの

も良いでしょう。 

  

地 域 の 魅 力 を 伝 え よ う ！ 
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 体験後に加入してもらう手も 

 商品を見ないと買うかどうか決められな

いように、自治会・町内会の活動が分から

ないうちに「とにかく入って！」と言われて

も、ためらうのは無理もありません。 

 そこで、お祭り、防災訓練、一斉清掃な

どの活動に、未加入の方も誘ってみてはど

うでしょうか。実際の地域活動を体験すれ

ば、自治会・町内会の役割や大切さを理

解して、加入してくれるかもしれません。 

 
 
 
  
自治会・町内会の加入・未加入は個人の自由とはいえ、せっかく同じ町内に住んで

いるのだから、自治会・町内会に入って一緒に活動をしてほしいと思うのは当然のこ

とです。一方、引っ越して来られた方も、町内のこと

が分からずに不安で、自治会・町内会からの声掛けを

待っているかもしれません。 

「入るのが当然」という高圧的な姿勢ではなく、「安

心して暮らすため」「一緒に住みよい町にするため」に

自治会・町内会に入るよう勧誘しましょう。 

また、商店や企業に「賛助会員」などとして協力を

求めている自治会・町内会もあります。 

 

◆勧誘は段階的に 

勧誘の際は、自治会・町内会からの案内状、規約、事業計画書、広報紙、加入申込

書等を用意しながらも、押し付けがましくならないように注意しましょう。初回は案

内状などで歓迎の気持ちを前面に出して、その後、段階的に会への理解を得てから、

加入の手続に移る方が望ましいです。

＜参考＞加入案内文見本（７１ページ）

 

◆安心、防災を強調 

どんな年代、家族構成であれ気になる

のは、治安、防犯などの問題と、震災な

どの災害時の対応です。中でも、大災害

時には自治会・町内会による避難誘導や

助け合いが不可欠です。そうした自治

会・町内会の役割を十分に説明して加入

を呼び掛けることが効果的です。 

 

◆不安感を和らげよう 

加入を嫌がる方からは「役が回ってくるのが嫌だから…」という声が聞かれます。

役員の負担を軽減したり、やりがいを伝えて「嫌な仕事」という印象を無くすことが

理想ですが、それには時間がかかりますし、まして引っ越して来たばかりで地域の事

情が分からない方にとっては、不安が先立つのはやむを得ないことです。 

そのため例えば、土地に慣れる時間として「加入後○年間は役員に就かない」とい

った取決めを作っている自治会・町内会もあります。ただし、そうした猶予や免除は、

不公平にならないよう、総会などでみんなで話し合って決めることが大切です。 

 

⑦ 仲間を増やそう ～加入促進などについて～ 
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 「 違 い 」 を地 域 の力 に 

 外国籍などの方がおられることは、異な

る文化に触れるチャンスでもあります。地

域のイベントで、母国の文化の紹介・体験

などをしてもらえないか、お願いしてみて

はどうでしょうか。 

 また、地域で外国語教室を開いて講師

になってもらったり、日本語の通じない同

国籍の方の通訳をお願いするケースもあ

ります。  

 

 

 

 

京都には、外国籍の方や、日本国籍を取得した方、日

本人との国際結婚で生まれた子どもなどが数多く暮ら

しています。また、京都は大学のまちであり、様々な国

からの留学生が、京都で暮らし、学んでいます。 

それらの方々も同じ地域の一員ですので、文化や風習、

価値観などの違いを認め合いながら、相互理解や交流に

努めて、地域活動にも参加を呼び掛けましょう。 

 

◆伝える努力と工夫を 

「外国語なんてしゃべれないし…」と

最初から諦めずに、伝える努力をしてみ

ましょう。ひらがなや平易な日本語なら

分かるという方もおられますし、イラス

トならイメージが伝わります。 

 また、外国語を話せる方が地域にいな

いか普段からアンテナを張っておきま

しょう。例えば、英語の話せる方がおら

れれば、もし相手も英語が通じるなら、

無理に日本語や相手の母国語を使うよ

り、英語を使った方が伝わりやすいかも

しれません。 

 

◆言葉だけでなく体験で伝えよう 

 自治会・町内会の無い環境で育った方にとっては、自治会・町内会がどういうもの

なのかすら分かりませんし、その意義や役割を言葉で説明して理解してもらうのは大

変なことです。 

 そこで、まずは防災訓練、運動会、お祭りといった行事に参加を呼び掛けてはどう

でしょうか。言葉が十分に伝わらなくても、周りの様子から何のための活動かは伝わ

りますし、そのために地域が一体となっている雰囲気も伝わると思います。その結果、

自治会・町内会に加入したり、地域活動に積極的に参加する方が増えるかもしれませ

ん。 

 

  

国籍や文化の違う方も地域の一員です 
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 マンション世帯 と戸建て世帯の違いについて 

 大規模マンションの多世帯が地元の自治会・町内会に加入すると、会の中の新旧住民のバ

ランスが急変して、会の運営が不安定になるという声もあります。また、１世帯あたりの面積の

差を考えると、戸建て世帯と同一視できないという意見もあります。 

 実際のところ、マンション世帯も戸建て世帯と同様に個別に加入しているケース、マンション

全体をひとまとまりとして加入しているケース、マンション単独で町内会を結成しているケース

など様々であり、どの方法が正しいとは一概に言えません。 

 大切なのは、負担（会費など）と受益（活動参加資格、表決権など）のバランスが取れてい

ることと、マンション世帯と戸建て世帯の双方が納得していることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 マンション、アパートなどの入居者は、地域との関わりを実感しにくく、自治

会・町内会としても立ち入って勧誘しづらいため、未加入の方が増えがちです。

でも、マンションも地域の一部ですので、自治会・町内会への加入を積極的に呼

び掛けましょう。 

 大規模マンションの場合は、そのマンション内で新たに自治会・町内会を設立

して、周辺の自治会・町内会や学区と連携して地域活動を行っている例も数多く

あります。 

 

◆住宅事業者に協力をお願いしよう 

 マンションなどは必ず住宅事業者を通じて入居手続を行っていますので、その

際に自治会・町内会についても説明してもらうことが効果的です。新築マンショ

ンの場合は、工事、販売（賃貸）、管理の事業者ごとに、地元地域との連絡調整

担当者を決めて市に届け出ることを義務付けており、学区自治連合会などから申

出があれば開示できます。そうした制度も活用して、早めに業者と接触し、自治

会・町内会への加入や新規設立に向けた協力をお願いしましょう。 

 管理業者に広報紙の配布や掲示に協力してもらうだけでも、入居者の地域活動

への関心はぐっと高まります。 

マンションなどの入居者も自治会・町内会に！ 
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 「外 」の力 で新 風 を！ 

 毎年のイベントでは、出し物もマンネリに

なりがち…。そんな時は、自治会・町内会

の外にも目を向けてみませんか？ 

 学生サークル、趣味のサークル、ＮＰＯ

など、地域を問わずに発表や活動の機会

を求めている人達がいます。思い切って

協力をお願いしてみてはどうでしょうか。 

 イベントに新風を吹きこんでくれて、町外

に人の輪が広がるきっかけにもなるかもし

れません。 

 
 
  
 
 お祭りや地蔵盆は自治会・町内会の一大行事。準備は大変ですが、その分、盛況に

終わった後の満足感はひとしおです。会場にはお年寄りから子ども達までたくさんの

笑顔が溢れて、みんなが改めて自分のまちを好きになります。そして、自治会・町内

会に加入されていない方や普段地域活動に関心の薄い方も、賑わいに誘われて足を向

けて、地域に愛着や関心を持っていただくきっかけになります。 

  

①運営体制、スタッフを決める 

 安全管理、会計など重要な部分は

役員の統括が必要ですが、会場での

模擬店や出し物には町内の「お祭り

好き」の力を借りてはどうでしょう

か。「実行委員会」のような独立性の

高い組織を作れば、若者も入りやす

いし、より活気あるイベントになる

かもしれません。 

 

②内容を決める 

 模擬店（たこ焼き、金魚すくいなど）、

出し物（歌、踊り、ゲーム大会など）、昔

遊び、盆踊り、花火など、盛り込む内容

は地域によって様々。みんなが楽しみに

している「定番」は毎年残しながらも、

新しい趣向も取り入れてみてはどうでし

ょうか。 

 模擬店などの経費負担や売上げ収入の

取扱いも自治会・町内会によって様々。

個々の出店者が材料を用意して売上げも

収入する場合もあれば、町内会や実行委

員会が各模擬店の材料を用意して、売り

上げも一括収入する場合もあります。役

員と出店者がよく話し合ってルールを決

めましょう。 

 

 

４ 自治会・町内会の活動について 

① お 祭 り 、 地 蔵 盆 な ど 
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 保 険 に 入 っ て 安 心 

 大人数が集まるイベントで心配なの

が、事故や食中毒…。防止に努める

のが第一ですが、それでも心配な場

合は、イベント用の保険に入ると安心

です。担当役員の心理的な負担も軽

くなります。 

 補償の対象や内容は保険の種類に

よって様々ですので、イベントの規模

や内容に応じて、保険代理店と相談

して決めましょう。 

③準備を進める 

 必要な物品の種類、数量を把握して無駄なく用意しましょう。道路を使う場合の警

察への届出や食品を扱う場合の保健所への届出など、必要な手続も忘れずに。 

 

④お知らせする 

 お祭りや地蔵盆は普段地域に関心の薄い

方にも目を向けてもらう絶好の機会ですの

で、広報紙やポスターで積極的にＰＲしまし

ょう。できれば自治会・町内会に未加入の方

にもチラシなどで案内しましょう。楽しい雰

囲気を体感すれば、改めて地域への愛着が湧

いて、加入してくれるかもしれません。 

 来場者を増やすために、チラシに抽選券

や模擬店券を付けるなどの工夫をしている

自治会・町内会もあります。 

＜参考＞お知らせの見本（７２ページ） 

 

⑤開催する 

 準備万端整ったら、当日は役員やスタッフも楽しみましょう。多少のミスやトラブ

ルがあっても、従事者同士が喧嘩していては訪れた人達が興醒めします。ただし、火

気、食品、お金の管理には細心の注意が必要です。 

 

⑥片付ける 

 終わったら経費を精算しましょう。大きなイベントの場合は、自治会・町内会の年

間決算とは別に、それ単独で収支決算書を作成しましょう。次年度の参考にもなりま

す。 

 また、準備過程や当日に出た課題やトラブルは書き留めて、次年度に引き継いで改

善に生かしましょう。 
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 「見える」活動は大事です 

 自治会・町内会に入らない方からは、

「自治会・町内会が何をしているのかよく

分からないから…」という声が聞かれま

す。その点では、清掃や美化など、未加

入者の目にも触れる活動は重要です。 

 ごみ箱やプランタ－に自治会・町内会

名を表示したり、のぼり旗を作ったりし

て、個人ではなく「自治会・町内会とし

て」がんばっていることをＰＲしましよう。 

 

 
 
 
   
 自分たちのまちは自分たちできれいに。町内の道路や公園の一斉清掃、花植え、古

紙回収やバザーなど、まちの美化や環境についての取組は、誰もが気軽に参加しやす

いため、自治会・町内会活動の入口としてとても大切です。活動を通じてご近所どう

しが自然と顔なじみになり、地域の一体感が生まれます。 

 

 一斉清掃や古紙回収など、日程が決

まっている取組については、回覧板や

ポスターで事前に周知しましょう。 

 自治会・町内会に未加入の方や地元の企

業、工場等にも、地域活動に参加してもら

う良い機会ですので、声をかけてみましょ

う。そして、せっかく来てくれたのに用具

が足りない…なんてことがないように、余

裕を見て準備しておくことが大切です。 

 取り組んだ成果については、広報紙や回

覧板などで住民の皆さんに積極的に報告

しましょう。 

 

 

 

  

② 環 境 や 美 化 の 取 組 
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 「達成感」と「お得感」を 

 せっかくみんなで良いことをしたのだか

ら、「○袋ごみが集まった」「古紙が○円

になった」と、具体的な成果をお知らせし

ましょう。そうして「達成感」を共有するこ

とが、活動を継続する力になります。 

 また、参加者にジュースや花苗など粗

品を渡している自治会・町内会もありま

す。ささやかでも参加したことの「お得感」

が出ますし、「お疲れ様でした」と言って

手渡すことで、顔の見えるお付き合いが

広がります。 

 学区、自治会・町内会など地域ぐるみ

で行う環境や美化に関する取組に対し

ては、京都市から様々な支援制度があり

ます。一斉清掃活動、古紙・古着や使用

済てんぷら油の回収、生ごみ・落ち葉の

堆肥化、環境学習などの取組を京都市が

後押ししています。 

 行政からの支援を活用すれば、その分、

自治会・町内会の負担が軽減されますし、

取組の信用度も高まります。 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  

京
都 

ま
ち
知
識 

ま
め
知
識
③ 

「

京

都

と

電

気

」 
  

三
条
通
を
東
大
路
通
か
ら
東
へ
向
か
う
と
、
蹴
上
の
坂
に
さ

し
か
か
る
辺
り
で
左
手
に
レ
ン
ガ
造
り
の
重
厚
な
建
物
が
目
に

入
り
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
四
十
五
年
に
完
成
し
た
第
二
期
蹴
上

発
電
所
の
建
物
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
先
立
ち
明
治
二
十
四
年
に

完
成
し
た
第
一
期
蹴
上
発
電
所
こ
そ
が
、
日
本
で
初
め
て
の
事

業
用
水
力
発
電
所
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

琵
琶
湖
疏
水
の
高
低
差
を
利
用
し
た
発
電
に
よ
り
生
ま
れ
た

電
気
は
、
京
都
の
ま
ち
に
電
燈
を
灯
し
、
日
本
初
の
電
気
鉄
道

（
京
都
～
伏
見
間
）
の
開
業
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

 

時
は
流
れ
て
平
成
二
十
四
年
、
伏
見
区
淀
の
水
垂
埋
立
処
分

地
で
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
大
規
模
太
陽
光
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

発
電
所
が
ス
タ
ー
ト
。
南
区
の
鳥
羽
水
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で

も
下
水
道
事
業
と
し
て
は
全
国
に
先
駆
け
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

設
置
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
は
い
え
、
京
都
は
大
部
分
の
電
気
を
市
外
の
発
電
所
に
頼

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
町
ぐ
る
み
で
節
電
や
エ
コ
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。 
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 どんな年代、家族構成であれ気になるのは、治安、防犯などの問題と、震災などの

災害時の対応です。中でも、大災害時には自治会・町内会による避難誘導や助け合い

が必要不可欠です。 

  

◇防犯・交通安全 

 空き巣、痴漢、詐欺、悪質商法、交通事

故など、被害は様々ですが、対策としてま

ず必要なのは、正しい知識の普及や啓発。

広報紙、回覧板やポスターで根気強く呼び

掛けていくことです。また、警察や京都市

消費生活総合センターなどが様々な啓発

物を用意していますし、出前講座をしてく

れる場合もありますので、有効に活用しま

しょう。 

 犯罪や事故を未然に防ぐためには、見回

りや見守りも効果的です。目立つ色の上着

やタスキを作って、揃って着用すれば、抑止効果が高まり、町内会の活動のＰＲにも

なります。  

 また、地域の危険個所を点検して地図に反映させて、町内で共有しているところも

あります。住民が広く参加するまち歩きやワークショップの手法で、地域の危険個所

を点検して地図を作成すれば、その過程で住民の安全意識やまちへの愛着が高まる効

果もあります。 

 

 

 

  

③ 防 犯 や 防 災 の 取 組 

京
都 

ま
ち
知
識 

ま
め
知
識
④ 

「

防

火

の

神

様

」 
  

「
火
迺
要
慎
」
―
こ
れ
、
読
め
ま
す
か
？
正

解
は
「
ひ
の
よ
う
じ
ん
」
。
愛
宕
山
頂
に
あ
る
愛

宕
神
社
の
お
札
の
文
言
で
す
。
木
造
家
屋
が
密

集
す
る
京
都
は
古
来
か
ら
幾
度
も
大
火
に
見
舞

わ
れ
て
お
り
、
火
難
除
け
の
神
様
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
き
た
の
が
愛
宕
山
と
愛
宕
神
社
で
す
。 

 

戦
前
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
鉄
道
で
山
頂

と
嵐
山
が
結
ば
れ
、
ホ
テ
ル
や
遊
園
地
も
備
え

た
観
光
地
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
現
在
は
静

か
な
信
仰
の
山
に
戻
っ
て
い
ま
す
が
、
山
道
を

踏
み
し
め
て
参
拝
す
る
人
々
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
七
月
三
十
一
日
夜
か
ら
八
月
一
日
に
か
け

て
参
拝
す
る
と
千
日
間
火
事
に
遭
わ
な
い
と
云

わ
れ
る
「
千
日
詣
」
の
晩
に
は
、
毎
年
数
万
人

も
の
参
拝
者
で
参
道
が
埋
ま
り
ま
す
。 

 

京
都
は
大
火
事
の
危
険
が
多
い
こ
と
は
今
も

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
地
域
で
は
消
防
団
や
自
主

防
災
会
の
皆
さ
ん
が
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
奮
闘
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
札
を
持
っ
て

安
心
す
る
の
で
は
な
く
、
「
火 

の
用
心
」
と
災
害
へ
の
備
え 

を
肝
に
銘
じ
ま
し
ょ
う
。 
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 未加入者を巻き込もう！ 

 犯罪も事故も災害も、自治会・町内会加

入の有無に関係なく襲ってきます。防犯や

防災の取組は、未加入者にも地域活動を

「我がこと」と感じてもらえるチャンスです。 

 とりわけ、東日本大震災を機に、災害時に

おいては地域の絆が大切であるという認識

が広がっています。 

 例えば、防災訓練の際に未加入者にも声

を掛けてみてはどうでしょうか。そこでお互い

顔の見える関係になって、地域活動の重要

性を体感してもらえれば、加入しよう！と思う

方がもっと増える可能性があります。 

 団体間の横のつながりを 

 防災の取組は自主防災会や消防団と学

区、自治会・町内会を中心に行われます

が、いざ大災害となれば、あらゆる被災者

に対してあらゆる団体の協力が必要です。 

 高齢者や障害のある方の対応には社会

福祉協議会や民生委員、子どもの対応に

はＰＴＡなど。ですから、防災の取組を機

に、自治会・町内会と各 

種団体の横のつながりを 

強化しましょう。それが、 

防災以外の活動にもき 

っと生きます。 

◇防 災 

 防犯や交通安全同様に、災害への備えや災害時の対応についての正しい知識の普及

や啓発が大切ですが、防災については「行動」も大切です。自治会・町内会と自主防

災会等が協力して、万一に備えて消火器、救命機器、担架、非常食などを購入してい

る地域もあります。 

 また、災害時に安否確認や救助を迅

速に行うための備えも大切です。住民

の同意を得て、災害時用の名簿を作成し、

病気、障害等により配慮が必要な方は、

それらの情報も盛り込んで、災害時にき

め細かい対応ができるように備えている

自治会・町内会もあります。 

 

 そうした備えが災害時にきちんと生き

るようにするために大切なのが、防災訓

練です。いざ災害が起これば、老若男女、

自治会・町内会の加入・未加入を問わず、

誰もが被災者になりますので、訓練には

できるだけ多くの住民の参加を呼び掛け

ましょう。 

 災害発生⇒安全確保⇒近隣救助⇒避難移動⇒避難所開設・運営⇒避難所生活の各段

階で、自治会・町内会や自主防災会の誰がどのような役割を担うのか、その他の住民

はどのように行動すべきなのか、訓練を通じて具体的に確認することが大切です。 

 実際の災害時をイメージすればするほどに、普段からの備えや地域の繋がりの大切

さを実感するはず。防災訓練を、災害への備えを万全にするとともに、地域の絆を強

める機会としましょう。 
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 学 校 ・ Ｐ Ｔ Ａ と 連 携 を 

 子どもの生活の中心は 

学校であり、子どものため 

の様々な取組を学校やＰ 

ＴＡも行っています。 

 日ごろから学校やＰＴＡと 

情報共有して、活動によって合同で取り組

んだり、役割分担したりと上手に連携しまし

ょう。ＰＴＡを通じて情報をお知らせすれ

ば、自治会・町内会の未加入者にも伝わる

という利点もあります。 

 また、ＰＴＡ役員を務めたのに、子どもが

卒業したら、その経験が地域活動に生かさ

れないのはもったいないと思いませんか？

ＰＴＡ経験者に自治会・町内会活動に参

加してもらえるような仕組みと雰囲気作りに

取り組んでみてはどうでしょうか。 

 
 
 
  
 子どもは地域の宝です。子どもの笑顔はみんなを和ませてくれますし、「この子た

ちの将来のためにも良い地域にしなければ！」と、地域活動を頑張る力を与えてくれ

ます。また、自治会・町内会に加入していない方や地域活動に関心の薄い方も、子ど

ものための活動なら参加してくれることが多いので、子どもを通じて地域の輪が広が

ります。 

 子どもを誰よりも大切に思い、心配に見守っているのは親御さんです。子どものた

めの活動は、親御さんに安心していただけることを第一に心がけながら取り組みまし

ょう。 

◇登下校の見守り 

 登下校の際の見守りは、子どもを事件

や事故から守るために大切です。目立つ色

の上着、帽子、タスキなどを作って、揃っ

て着用すれば、ドライバーの注意を促す効

果がありますし、町内会活動のＰＲにもな

ります。 

 また、見守りの人と子どもや保護者が、

「おはよう」「ありがとう」などと言葉を

交わすことで、顔の見える町内になり、防

犯や防災の面でも効果があります。 

 そして、自分が地域の人に「大切にされ

ている」と実感する

ことが、子どもの健

全な心を育てますし、

その子どもたちの中

から、次代の地域活

動の担い手がきっと

現れるでしょう。 

  

④ 子 ど も の た め の 取 組 

子どもたちを共に育みましょ う 
 

 京都市では、子どもたちの今と未来のため、大人として何をすべきか、市民共通の

行動規範として、「子どもを共に育む京都市民憲章」（下記）を制定しています。この

憲章を実践して、地域ぐるみで子どもたちを健やかで心豊かに育みましょう。 
１ 子どもの存在を尊重し、かけがえのない命を守ります。 
１ 子どもから信頼され、模範となる行動に努めます。 
１ 子どもを育む喜びを感じ、親も育ち学べる取組を進めます。 
１ 子どもが安らぎ育つ、家庭の生活習慣と家族の絆を大切にします。 
１ 子どもを見守り、人と人が支え合う地域のつながりを広げます。 
１ 子どもを育む自然の恵みを大切にし、社会の環境づくりを優先します。 

  平成 19年 2月 5日制定、同年 3月 13日 京都市会が憲章を積極的に推進する決議 
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 地域の記憶を子どもたちに 

 核家族化が進んで、子どもたちは親以外

の大人と話す機会が減っています。一方、

地域には、学校と違っていろんな年代と職

業の大人がいます。 

 交流会、ワークショップ、まち歩き、地蔵

盆、どんな場でもよいので、大人と子どもが

話す機会をたくさん作りましょう。 

 大人にとっては当たり前の話が、子どもに

とっては新鮮だったりするもの。まして、普 

段友達と駆け回って 

いるご近所が「昔は 

○○だったんだよ」な 

んて話は、きっと興味 

しんしんです。 

◇子ども会などの親睦活動 

 子ども会などで、子ども同士や親子同士が集ま

って、ハイキング、スポーツ、体験学習などを通

じて交流する取組も各地域で行われています。学

校とは違う環境で、年上や年下の子たちと一緒に

行動することは、子どもたちを大きく成長させることに繋がります。 

 活動にあたっては、大切な子どもたちを預かるのですから、安全が何より大事です。

とりわけ子どもたちだけでの活動の際は、親御さんから子どもの注意事項（アレルギ

ー、車酔いなど）を事前に聞き取っておきましょう。 

 「安全第一」とはいうものの、そこ

は子ども同士、夢中で遊んでいれば思

わぬケガをすることもあります。そう

した事故が心配であれば、イベント保

険に加入するという方法もあります。 

 

 また、地域で子どもたちのための活

動を行っているのは、学区や自治会・

町内会だけではありません。学校やＰ

ＴＡはもちろん、保育園、幼稚園、児

童館、青少年活動センター、ボーイス

カウト・ガールスカウト、ＮＰＯなど、

様々な団体が子どもたちのために特色

ある活動を展開しています。それぞれ

目的は多少違うかもしれませんが、

協力し合える部分もきっとあるの

で、連絡を取り合ってみてはどうでしょうか。子どもに関する施設や団体が一堂に

会する「こども祭り」のようなイベントを行っている地域もあります。 

 

 

 

  

  

京
都 

ま
ち
知
識 

ま
め
知
識
⑤ 

「

番

組

小

学

校

」 
  

京
都
で
は
多
く
の
地
域
活
動
が
「
学
区
」
単

位
で
行
わ
れ
て
お
り
、
学
校
の
統
廃
合
で
「
通

学
区
域
」
が
変
わ
っ
て
も
、「
学
区
」
の
範
囲
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
市
外
か
ら
来
た
人
に
と
っ
て

は
「
な
ん
で
？
？
」
と
思
う
京
都
の
人
々
の
「
学

区
」
へ
の
愛
着
の
源
は
、
明
治
維
新
に
ま
で
遡

り
ま
す
。 

 

幕
末
の
動
乱
の
戦
禍
と
東
京
遷
都
に
よ
り
京

都
が
衰
退
の
危
機
を
迎
え
る
中
、
京
都
の
町
衆

は
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
と
奮
起

し
、
「
竈
金
（
か
ま
ど
き
ん
）
」
と
呼
ば
れ
る
お

金
を
出
し
合
っ
て
、
明
治
二
年
に
日
本
で
最
初

の
学
区
制
小
学
校
「
番
組
小
学
校
」
六
十
四
校

を
開
校
さ
せ
ま
し
た
。
番
組
小
学
校
は
、
学
区

の
象
徴
、
自
治
の
拠
点
に
も
な
り
、
地
域
ぐ
る

み
で
教
育
を
後
押
し
す
る
中
で
、
新
時
代
を
拓

く
優
秀
な
人
材
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

今
で
は
、
都
心
部
の
人
口
減
少
と
少
子
化
に

よ
り
、
か
つ
て
の
番
組
小
学
校
の
多
く
が
閉
校

し
、
そ
の
跡
地
は
博
物
館
、
福
祉
施
設
な
ど
新

た
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
を
育
て
る
と
い
う

「
竈
金
」
の
精
神
は
、
今
も
な
お
、
各
学
区
の

人
々
の
中
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。 
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 個 人 情 報 は 大 切 に 

 お年寄りや障害のある方に対する取組を

進めるにあたっては、年齢や心身の状況も

含めた個人情報を聴き取って活用する場

合があります。 

 個人情報を預かるにあたっては、必要性

や使い道を本人に説明し、納得を得るよう

にしましょう。また、個人情報は活動上必

要な人だけが見られるようにして、他の人

が見たり持ち出したりできないようにしましょ

う。 

 世の中では、お年寄りなどを狙った詐欺

や悪質商法が後を絶たないことを忘れな

いでください。 

 
 
 
  
 長寿化や核家族化に伴って一人暮らしのお年寄りが増えており、地域のみんなで健

康状態などを気にかけてあげることが、安心して暮らし続けられる地域づくりには大

切です。また、お年寄りや障害のある方が暮らしやすいまちは、誰にとっても暮らし

やすい素晴らしいまちであると言えるでしょう。 

 一方、年をとっても仕事や趣味や地域活動に元気に活躍されている方もたくさんお

られます。そんな方々に知恵と力を町内で大いに発揮していただき、いつまでも元気

を保てる、そんな自治会・町内会にしたいものです。 

 

◇安否確認、付き添いなど 

一人暮らしのお年寄りが増える中、自治会・町内会

や社会福祉協議会、民生児童委員などが組織的に安

否確認を行っている地域もあります。住民同士にだ

け分かる目印（毎朝フダを門に吊るすなど）を決め

て、無事を確認し合うのも一つの方法です。 

 また、心身に不安のあるお年寄りや障害のある方

の外出に付き添う取組も、家に閉じこもってしまう

方を減らすためには大切です。 

 年を重ねて心身が弱っても、１人

の人間としてのお年寄りが持つ自

尊心や羞恥心を理解し、尊重したうえ

で、そっと手を差し延べましょう。 

 

 

  

  

⑤ 高齢者、障害のある方のための取組
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 集 い の 場 を 手 作 り で 

 近年、集会所や空き店舗などに、地域住

民の集いの場を地域の手づくりで開設する

「コミュニティカフェ」が増えています。 

 運営しているのは、学区自治連合会、自

治会・町内会、社会福祉協議会、ＮＰＯなど

様々。開設日も月１回から週数回まで、各

地域の利用状況と運営者の事情により違っ

ています。 

 そこでは利用者にコーヒーとお菓子などを

出して、その実費程度の額をいただくのが一

般的。地域の団体が運 

営しているという親近感 

や少額の負担で済む気 

軽さから、お年寄りなど 

の貴重なお出掛け、交 

流の場になっています。 

◇理解を広めるための取組（講習会など） 

 認知症の方や障害のある方に対しては、周りの住民がどのように接してよいか分か

らずに、悪気は無くても地域の輪から疎外してしまうことがあります。でも、人それ

ぞれに行動や心の動きの特徴があり、それに応じた接し方がありますので、家族など

からそれを聞いて共有しておけば、地域の一員として接することができます。 

 また、行政や福祉団体、ＮＰＯなど

が、認知症や障害についての講習会や

講師派遣を行っている場合もあります

ので、それらを上手に活用して地域ぐ

るみで理解を深めましょう。 

  

◇生きがいづくり、交流活動など 

 老人クラブなどを中心に、お年寄り

が集まってスポーツや趣味を楽しむ機

会も大切です。体や心は動かすほどに

健康になります。 

 最近は元気なお年寄りが多いですか

ら、年齢制限を設けずに、幅広い世代

が参加できるよう

なサークルを作っ

て、若い世代と一

緒に楽しむのも

良いかもしれ

ません。 

 

 

 

 

  

京
都 

ま
ち
知
識 

ま
め
知
識
⑥ 

「
ろ
ー
じ
」
と
「
ど
ん
つ
き
」 

  

京
都
は
戦
災
に
よ
る
再
開
発
が
無
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
細
い
路
地
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
で
は
路
地
を
「
ろ
ー
じ
（
ろ
う
じ
）
」
と
言
い

ま
す
。
通
り
に
面
し
た
場
所
は
大
き
な
店
や
屋
敷

が
占
め
て
い
た
た
め
、
奥
ま
っ
た
場
所
に
長
屋
や

蔵
が
並
ぶ
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
へ
の
通
路
と
し
て

「
ろ
ー
じ
」
が
で
き
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

他
に
道
に
ち
な
ん
だ
京
言
葉
で
よ
く
使
わ
れ
る

の
が
「
ど
ん
つ
き
」
。
「
突
き
当
り
」
と
い
う
意
味

で
、「
そ
の
先
の
『
ど
ん
つ
き
』
を
右
に
曲
が
っ
て

…
」
な
ど
と
京
都
の
人
は
道
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

「
ど
ん
つ
き
」
で
行
き
止
ま
り
の
「
ろ
ー
じ
」

も
京
の
趣
の
一
つ
で
す
が
、
地
震
や
火
事
の
際
の

逃
げ
道
を
考
え
る
と
心
配
…
。
そ
こ
で
、
京
都
市

で
は
細
街
路
対
策
と
し
て
、
袋
路
に
別
の
避
難
経

路
を
新
設
し
た
り
、
袋
路
の
入
口
の
建
物
を
耐

震
・
防
火
改
修
す
る
場
合
に
助
成
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。 

 

京
都
ら
し
い
町
並
み
や
風
情
を
残
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
皆

さ
ん
で
話
し
合
い
、
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 
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 マ イ ナ ス を プ ラ ス に 

 自治会・町内会による反対運動は地域

の結束を一時的に高めますが、実を結ば

なかった時に、会の求心力を低下させて

しまう恐れがあります。 

 マイナスを減らすことも大切ですが、プラ

スを増やすことも考えてみてはどうでしょう

か。開発で緑が減るなら、地域ぐるみで花

や緑を育てる。通過車両が増えるなら、

子ども達の見守り活動を充実する。 

 結果として、外からのマイナスを上回る

プラスを地域の 

中から生み出すこ 

とができれば、地 

域の「環境」は前 

より良くなっている 

とも言えるでしょう。 

 

 
 
 
 
 静かで、日当たり良く、緑がいっぱい。そんな理想的な環境で暮らし続けたいと誰

もが願っています。でも現実には、近所で大きな開発が行われたり、通過車両が増加

したりと、地域の生活環境を悪化させるような出来事が起こることがあります。 

 そんな時に、ただ嘆いたり怒ったりしていても事態は改善しませんし、地域の活力

は低下するばかりです。ピンチこそ地域が結束するチャンス！と頭を切り替えて、地

域の環境を維持するために何ができるか、地域ぐるみで考えて、行動しましょう。 

◇制度を知って活用しよう 

 大きな建物の建設や開発にあたっては、

法律や条例により、近隣住民への説明が行

われます。そうした制度を活用することに

より、地域の声を直接事業者に伝えること

ができます。 

 相手の事業者なども必要性があって開発

や建設を行うのですから、やみくもに反対

を叫んでも、全面中止になる可能性は低い

のが実情です。それよりは、地域への悪影

響をどれだけ抑えられるのかを念頭に、お

互いが歩み寄るよう話し合いましょう。 

 

◇次善の策を考えよう 

 反対の声を上げたけれども、法令に則って建設や開発が行われてしまったら…、「残

念だったね」で終わらずに、地域の環境を少しでも良くするための次の一手も考えて

みてはどうでしょうか。 

 例えば、苦い経験を活かして、みんなで話し合って「こんなまちにしたい」「まち

のためにこんなルールを守ってほしい」という思いを文書にまとめれば、今後の開発

事業者や転入者等に、地域の総意として示すことができます。 

 また、反対から転じて、完成した施設の管理者や入居者、利用者に、地域への理解

や協力を積極的に求めていけば、迷惑と思っていたものが、地域の新しい活力になる

こともあるかもしれません。 

 地域の環境は年月とともに否応なしに変わっていきます。その時々で地域にとって

最善の一手をみんなで考えて、行動しましょう。  

⑥ まちの環境を良くするための取組 
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 垣 根 を 低 ～ く 

  スポーツや文化の活動は、心得

のある特定の参加者で固定しがち

です。競うことより楽しむことを大切

に、初心者も参加しやすいよう、申

込み方法やＰＲ方法を工夫しましょ

う。 

 また、自治会・町内会に入ってい

ない方や町外の方とも一緒に活動

しやすい分野です。交流が広がれ

ば活動が活発になりますし、自治

会・町内会の他の活動にも興味を

持ってくれるかもしれません。 

 外の大会に参加してみよう！作品

募集にみんなで応募してみよう！と

いった挑戦も、一体感が出て盛り上

がりますよ。 

  
 
 
  

 趣味の延長として楽しめるスポーツや文化活動は、普段自治会・町内会に関心の薄

い人も地域活動に参加してもらう入口として大切です。誰もが気軽に参加できる仕組

みと雰囲気をつくって、笑顔いっぱいの自治会・町内会にしましょう。 

  

◇スポーツ 

 学区の大会は、自治会・町内会としての一体感を生む好機

ですので、できるだけ多くの参加が得られるよう呼び掛けま

しょう。高齢化や人口減でチーム編成が難しい場合でも、近

隣の自治会・町内会との合同参加など、何か方法が無いか話

し合ってみてはどうでしょうか。 

 また、独自のスポーツ大会やスポーツサークルを設けるの

も楽しいもの。その場合は、老若男女が楽しめる種目を用意

することが望ましいです。 

 

◇文化教養 

 絵画、写真、踊り、華道、英会話など様々

な活動が考えられますが、大切なのは講師の

確保。心得と熱意のある方が町内におられた

ら、講師をお願いしましょう。 

 活動には人それぞれのペースで取り組める

配慮が大切。広報紙やお祭りの場で活動の成

果を披露できれば、活動に張り合いが出ます。 

 文化や教養を高めるための活動について、

自治会・町内会の会費をどれだけ充てるかは

町内でよく検討しましょう。材料費等の実費

が高額になる場合は、参加者に応分の負担を

求めるべきでしょう。また、行政や文化・教

育団体でも公開講座や講師派遣など様々な制

度を設けていま

すから、それらを

上手に活用する

と良いでしょ

う。 

  

  

⑦ ス ポ ー ツ 、 文 化 教 養 活 動 
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 お花見、慰安旅行、忘年会、もちつき大会、新旧役員交流会など、地域によって様々

な親睦行事が行われています。地域住民同士が顔を合わせて、日頃

の苦労話から自慢話までざっくばらんに語り合い、笑い合うことは、

地域の絆を強めるためには大切です。ただし、参加者が楽しむだけ

でなく、町内みんなの理解が得られるよう心がけましょう。 

  

◇費用は自己負担を中心に 

 親睦行事は、防犯・防災や福祉の取組と違って娯楽性の高いものですし、参加でき

る人も自治会・町内会の一部に限られています。これに対して多額の自治会費・町内

会費を充てることは、あまり望ましくありません。 

 費用は原則として参加者の自己負担として、当日共通で使う物品など必要最小限の

経費だけを会費から支出する方が、町内全体の理解が得られやすいでしょう。仕事や

家庭の事情で、行きたくても行けない人がいることを、常に念頭に置いておくことが

大切です。 

  

◇参加者を増やそう 

 親睦行事も参加者が固定化してしまう場合がありますので、広報紙や声掛けなどで、

できるだけ多くの人に参加を呼び掛けましょう。また、行事の内容や時期、時間帯を

変えてみれば、これまで来なかった人、来ることができなかった人にも参加してもら

えるかもしれません。 

 

 

 

  

⑧ 親 睦 の た め の 行 事 

京
都 

ま
ち
知
識 

ま
め
知
識
⑦ 

「

京

都 

食

の

歳

時

記

」 
 

  

京
都
に
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
た
四
季
折
々
の
食

文
化
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
行
事
や
親
睦
会
に
も
京
都
な
ら

で
は
の
「
食
」
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
一
月
】
京
都
の
お
雑
煮
は
白
味
噌
。
具
に
は
出
世
を
願
っ 

 
 

 
 

て
「
か
し
ら
い
も
」
、
円
満
を
願
っ
て
「
丸
餅
」 

 
 

 
 

を
入
れ
ま
す
。
七
日
に
は
一
年
の
無
病
息
災
を
願 

 
 

 
 

っ
て
七
草
粥
を
。 

【
二
月
】
節
分
に
は
、
恵
方
巻
の
他
に
塩
イ
ワ
シ
焼
き
も
。 

【
三
月
】
雛
祭
り
に
は
、
ば
ら
寿
司
と
蜆
や
蛤
の
澄
ま
し
汁
。 

 
 

 
 

京
都
で
は
カ
レ
イ
を
食
べ
る
家
も
あ
り
ま
す
。 

【
五
月
】
端
午
の
節
句
に
厄
除
け
の
た
め
に
粽
（
ち
ま
き
） 

を
食
べ
ま
す
。
祗
園
祭
の
粽
は
主
に
飾
り
用
。 

【
六
月
】
三
十
日
に
、
葛
や
う
い
ろ
う
に
小
豆
を
乗
せ
、
三 

角
に
切
っ
た
菓
子
「
水
無
月
」
を
食
べ
ま
す
。 

【
七
月
】
京
の
夏
を
代
表
す
る
食
材
と
い
え
ば
鱧
（
は
も
）
。 

 
 

 
 

湯
引
き
し
て
梅
肉
や
酢
味
噌
で
さ
っ
ぱ
り
と
。 

【
九
月
】
お
月
見
団
子
は
、
お
月
様
に
見
立
て
た
里
芋
状
の 

 
 

 
 

お
餅
を
、
雲
に
見
立
て
た
あ
ん
こ
で
く
る
む
の
が 

 
 
 
 
 
 
 

京
都
風
。
白
玉
団
子
を
積
む
の
は
関
東
風
で
す
。 

【
十
二
月
】
冬
至
に
「
ん
」
が
２
つ
付
く
食
べ
物
を
７
品 

食
べ
る
と
出
世
す
る
と
い
う
縁
起
担
ぎ
が
。 

（
な
ん
き
ん
、
に
ん
じ
ん
、
ぎ
ん
な
ん
、
な
ど
） 

【
十
二
月
】
大
晦
日
に
は
年
越
し
蕎
麦
。
京
都
で
は
、
に
し 

 
 

 
 

 

ん
蕎
麦
が
好
ん
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。 
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地域では、自治会・町内会や学区自治連合会以外にも、様々な団体が、それぞれの

目的を持って活動しています。団体の委員を自治会・町内会から選出している場合も

あり、自治会・町内会と各団体の協力関係が築かれている地域もありますが、団体、

地域によっては、町内会との連携はまだまだ不十分です。 

各団体はその分野について高い知識とノウハウを持っており、その協力を得れば、

自治会・町内会の活動に広がりや深まりを生みます。また、下記の主な団体以外にも、

地域では、ＮＰＯ、ボランティアグループ、趣味のサークル、ボーイスカウト、女性

を中心とした組織など多種多様な団体が活動しています。更には、地域内にある企業、

商業施設、大学、病院、社寺なども、地域活動の一員となる可能性を秘めています。 

自治会・町内会や学区の取組内容に応じて、連携できる団体などが無いか地域を見

渡して、幅広い力を結集した効果的な取組を目指しましょう。 

 

◆ 地 域 で 活 動 す る 主 な 団 体 ◆ 

名 称 活動内容 担当部署 

市政協力委員 

（市政協力委員

連絡協議会） 

 市からの委託を受けて、広報物の配布、

掲示や市民要望の取次ぎ等を行っていま

す。委員の身分は非常勤特別職公務員です。 

文化市民局地域自治

推進室 

（222-3049） 

日赤京都府支部 

地区奉仕団 

 災害救護活動等のための社資（寄付金）

や被災者への義援金の募集活動や献血事業

を行っています。 

文化市民局地域自治

推進室 

（222-4072） 

京都府共同募金

会地区分会 

 地域の福祉のための「赤い羽根共同募金」

の募集や、災害被災者への義援金の募集を

行っています。 

文化市民局地域自治

推進室 

（222-4072） 

交通安全推進連

合会（区によって

名称の違い有り） 

 交通安全に関する街頭啓発や交通安全教

室などを行っています。 

文化市民局くらし安

全推進課 

（222-3193） 

体育振興会  市民スポーツの振興のため、学区民運動

会や各種スポーツ大会などを開催していま

す。 

文化市民局市民スポ

ーツ振興室 

（366-0169） 

スポーツ推進委

員（スポーツ推進

委員会） 

 地域におけるスポーツ活動の推進や実技

指導を行っています。委員の身分は非常勤

特別職公務員です。 

文化市民局市民スポ

ーツ振興室 

（366-0169） 

  

５ 地域で活動する様々な団体 
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名 称 活動内容 担当部署 

民生児童委員 

（民生児童委員

協議会） 

 福祉に関する相談や援助を行い、地域福

祉のネットワークづくりに努めています。

委員の身分は非常勤特別職公務員です。 

保健福祉局地域福祉

課 

（251-1175） 

社会福祉協議会  高齢者の健康すこやか学級や子育てサロ

ンなど、地域で見守り活動、居場所づくり、

相談事業の絆づくりを進めています 

保健福祉局地域福祉

課 

（251-1175） 

老人クラブ 

 

 ６０歳以上の高齢者で構成し、交流活動

や健康づくり活動、地域貢献活動などに取

り組んでいます。 

保健福祉局長寿福祉

課 

（251-1106） 

保健委員 

（保健協議会） 

 地域の保健衛生や生活環境の向上を目指

して、広報物の配布等の啓発活動や各種事

業を行っています。 

保健福祉局保健医療

課 

（222-3411） 

地域献血会  医療用血液の確保のため、移動採血車に

よる献血や、献血に関する啓発活動を行っ

ています。 

保健福祉局保健医療

課 

（222-3419） 

消防団員 

（消防分団） 

 火災予防啓発や巡回パトロールを行い、

火災時には消火活動を支援します。団員の

身分は非常勤特別職公務員です。 

消防局庶務課 

（212-6632） 

自主防災会  災害時に効果的な防災活動を実施するた

め、日頃から防災知識の普及や防災器具の

整備、防災訓練などに取り組んでいます。 

消防局市民安全課 

（212-66９2） 

ＰＴＡ（幼稚園、

小・中・高等・総

合支援学校） 

 保護者と教職員で構成し、子どもの健全

育成や教育環境の充実を目指して、見守り

活動や研修などを行っています。 

教育委員会生涯学習

部家庭地域教育担当

（251-0444） 

防犯推進委員 

（防犯推進連絡

協議会） 

 地域の防犯のため、パトロールや講習会、

街頭啓発、広報紙の配布などを行っていま

す。 

京都府警察本部生活

安全企画課 

（451-9111） 

少年補導委員 

（少年補導委員

会） 

 少年の非行防止を目指して、パトロール

や啓発活動、有害ビラの除去などに取り組

んでいます。 

京都府警察本部少年

課 

（451-9111） 
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地域を元気にするため、住民どうしの絆を強めるため、知恵を絞って独自の工夫を

凝らしておられる学区や自治会・町内会があります。一方、学区や自治会・町内会と

一緒に地域をもっと良くしたい！と頑張っているＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）

もあります。 

ここでは、そんな地域のために頑張っておられる取組を取材しましたので、ご紹介

します。 

 
＜記号の説明＞ 

 運営の工夫 組織、役員、会計など運営面で工夫のある取組です。 

 住民の交流 住民同士の交流を進めている取組です。 

 地域の魅力 地域が持つ資源や魅力を生かして活性化している取組です。 

 外部との連携 NPO、大学、事業者、行政など外部と連携した取組です。 

 参加促進 自治会・町内会への加入や地域活動への参加を促すための取組です。 

 きっかけ きっかけが特徴的であったり、きっかけ作りに工夫のある取組です。 

 

◆「花と緑で地域を結ぶ」 

  ＜ＮＰＯ法人京都・深草ふれあい隊 竹と緑＆深草学区(伏見区)＞ 

  外部との連携 きっかけ 

◆「夏祭りを環境に優しく」 

  ＜辻脇町内会（山科区）＆ＮＰＯ法人環境市民＞ 

  外部との連携 住民の交流  

◆「受け継がれるマンションコミュニティ」  

  ＜伏見区／ファミール伏見自治会＞ 

  運営の工夫 住民の交流   

◆「地域の誇りを新しい住民にも」   

   ＜上京区／待賢学区＞ 

  参加促進 地域の魅力 

◆「『事務局』が地域の『仕掛け人』に」   

   ＜東山区／六原学区＞ 

  運営の工夫 外部との連携  

◆「危機をきっかけに地域の魅力を再発見」  

   ＜北区／雲ケ畑学区＞ 

  きっかけ 地域の魅力 外部との連携  

６ 地域コミュニティ活性化取組事例集 
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来場者に説明する「竹と緑」の杉井代表 

深草学区保健協議会の 

北仲副会長 

 

 

 

 

 

稀少な花「フジバカマ」を地域の花に 

伏見区深草支所管内の学区、各種団体、行政機関、大学などが藤森神社に一堂に会

するお祭り「深草ふれあいプラザ」。その会場の一角に、京都府の絶滅寸前種に指定

されている「フジバカマ」の鉢がずらりと並び、

可憐な白い花と、それを目当てに飛来した蝶の

アサギマダラが来場者の目を引きました。 

京都市の助成制度を活用してこの「フジバカ

マ」を育てているのが、ＮＰＯ法人「京都・深

草ふれあい隊 竹と緑」と深草学区の保健協議

会、自治連合会、女性会、ＪＡ京都市深草支部

などで作るグループ「深草Ｗ－ｉｎｇ（ウィン

グ）」。フジバカマ２００鉢を栽培

し、協力を得られる地元の学校、

商店、福祉施設などに鉢を託して、

育ててもらっています。 

「竹と緑」代表の杉井さんは、

「これからは地域の協力者と共

に活動を広げていきたい」と語ります。杉井さんと二人三脚でこの取組を進めている

のが、深草学区保健協議会副会長の北仲さん。「竹と緑」と知り合ったきっかけをお

聞きすると「確か大岩の清掃活動からですわ」という答えが返ってきました。 

 

始まりはゴミの山  

深草と山科区を結ぶ大岩街道の脇にある大岩山は、昭和４０年代以来、不法投棄が

絶えない「ゴミの山」でした。「このままではいけない！」と危機感を持って地元と

行政が立ち上がったのが平成１９年のこと。深草支所、まち美化事務所、東部農業振

興センターなどの行政機関と農協（ＪＡ）、「竹と緑」が中心となって、不法投棄ゴミ

の一斉清掃を行い、里山の再生を目指したワークショップを始めました。そこに北仲

さんも地元学区の一員として加わり、一緒に汗を流す中で信頼関係が築かれたのです。 

伏見工業高校や京都教育大学の学生なども加わり、地域の総力を挙げた取組によっ

花 と 緑 で 地 域 を 結 ぶ 

＜ＮＰＯ法人京都・深草ふれあい隊 竹と緑＆深
ふか

草
くさ

学区(伏見区)＞
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       ゴミの道が美しい散策路に 

 フジバカマの並ぶブースは大盛況 

て、大岩山の不法投棄は激減。

かつてゴミが積まれていた道端

は、伏見工業高校の生徒達の手

作り看板が並ぶ「森の美術館」

となり、展望台まで備えた美し

い里山に生まれ変わりました。 

 

活動のパートナーを増やす 

大岩山の活動は今も続いており、他にも「農園風緑」の運営、「深草うちわ」の技

術継承など、活動の幅を広げている「竹と緑」。伏見工業高校は、授業の一環として、

自然環境再生のテーマで竹林の手入れや竹工芸の製作などに取り組み、「竹と緑」の

活動パートナーになっています。龍谷大学とはボランティアセンターを通じて協力体

制を築いており、地元農協（ＪＡ）とも緊密な関係を築いています。更に「深草Ｗ－

ｉｎｇ」をきっかけに、地域の様々な団体とも関係を深めていきたいと意欲的です。 

ふれあいプラザの前日には、地元小

学校に出向いてフジバカマを題材に

「アサギマダラの不思議」という出前

授業を行い、大好評だったとのこと。

「来年は一般市民にどうフジバカマ

に関わってもらうか…」と思案を巡ら

す杉井さんと北仲さん。花と緑が結ぶ

地域の輪は、まだまだ広がっていきそ

うです。 

    (平成２４年１０月取材） 
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子ども達がコップと手提げ袋を持参  

京都の夏の風物詩「地蔵盆」。子ども達に楽しんでもらおうと、お菓子、ジュース、

おもちゃなどをたくさん用意したけれど、終わった後はゴミが山積み…なんて経験は

ありませんか？ 

山科区大宅学区の辻脇町内会（約 120 世帯）では、「地蔵盆」を宗教に関わらず参

加しやすいように「夏祭り」として開催していますが、かつてはやはり、終わった後

に、空き缶、ペットボトルや包装紙、空き袋など、大量のゴミが出ていました。これ

ではいけない！と、例年とは違う夏祭

りに取り組んだのは、平成２１年のこ

とでした。 

事前の回覧板で、町内にコップと手

提げ袋の持参を呼び掛け。当日、子ど

も達は自分のコップで給茶器からお

茶を飲み、手提げ袋をおもちゃやお菓

子でいっぱいにしていました。また、

綿菓子の芯棒も、割りばしから食

べられる棒菓子に変更。会場での

遊びも、紙芝居や空き箱を土俵に

した紙相撲など、ゴミが出にくい

ものに工夫したところ、手作り感

溢れる遊びが子ども達に喜ばれて、

学年を越えた子ども同士の交流が

生まれる効果もあったようです。 

夏祭りが終わると、前年まで山積みだったゴミは、たった２袋に激減していました。 

 

始まりはＮＰＯ提唱の「エコ地蔵盆」 

 環境に優しい夏祭りを考えたのは、当時の町内会役員が、「エコ地蔵盆」の紹介記

事を見たのがきっかけでした。「エコ地蔵盆」は、ＮＰＯ法人「環境市民」が、子ど

も達の将来のために健康と環境に優しい地蔵盆に！と提唱。リユース食器を使う、添

加物の少ないお菓子にする、電気を使わないおもちゃにする、などの具体的な工夫を

 夏 祭 り を 環 境 に 優 し く 

＜辻脇町内会(山科区） ＆ ＮＰＯ法人 環境市民＞ 

手作りの紙力士で 

熱戦！ 

 

 

 

 

 子ども達は持っ 

 てきたコップで 

 ゴクゴクと 
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自治会・町内会に助言し、既にいくつかの町内で「エコ地蔵盆」が実践されていまし

た。 

当時、「環境市民」でエコ地

蔵盆を担当されていた内田さ

んは、「子ども達にエコを学校

で学ぶだけじゃなく、地域で実

践している大人達からも学ん

でほしかった。地域に根差した

京都ならではの地蔵盆は、その

場として最適だと思った」と、

取組を始めたきっかけを語って

おられました。 

 

新旧住民の理解で続くエコな夏祭り 

当時辻脇町の町内会長だった下司さんは、「環境市民」からエコ地蔵盆の情報提供

を受けて、町内の説得に当たります。その際には「昔からの住民さんの協力を得られ

たのが大きかった」とのこと。伝統ある地蔵盆（夏祭り）は、地元に長年住む住民の

思い入れが強く、その人達が環境問題の大切さを理解してくれたことで、新旧住民が

一丸となって新しい試みに挑戦することができたそうです。 

役員が毎年変わることや、子ども達を飽きさせないよう毎年内容を変えていること

から、年によって差はあるものの「エコな夏祭りに」という方針は今も継承されてい

ます。コップと手提げ

袋の持参はすっかり

町内に定着。今年の夏

祭りでは、子ども達が

手書きで自分だけの

コップを製作し、大事

に持って帰ったそう

です。現在の町内会長

の塩見さんによると、

今年の夏祭りのゴミ

も「２～３袋ぐらい」

だったとのことです。 

ＮＰＯの知恵と新旧住民の連携・協力により始まったこのエコな夏祭りを通して、

子ども達はきっと地域も環境も大切にする大人へと育っていくことでしょう。 

（平成２４年１２月取材） 

アドバイスや取組事例満載の冊子は環境市民の事務所で無料配布 

Vol.3（右）以外は環境市民のホームページからダウンロード可能 

   塩見さん（左）と下司さん（右） 

 

今年の夏祭りのチラシ 
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田村会長（左）と洞山さん（右） 

和やかな「年配者の集い」 

 

 

管理組合と自治会を一体的に運営  

 

ファミール伏見（280 戸）は、京都市内

初の高層マンションとして４０年前に建設。

入居者は同世代のファミリーが多く、活発

な交流の中で自然と自治会設立の機運が盛

り上がり、３年後に自治会が設立されまし

た。この時に、管理組合と一体的に運営し

ていく方針を明確にしたことが、今日まで

続くファミール伏見の良好なコミュニティ

の原点となっています。 

自治会の役員は管理組合の役員を兼ねており、現在の自治会長兼管理組合理事長の

田村さんは、「別々に運営してうまくいっていないマンションが多いようですが、暮

らしやすい場にするという目的は自治会も管理組合も一緒ですから、一体的にした方

が絶対に良いと思いますよ」と語られます。 

広報紙「ファミール伏見」にも、夏祭りの報告記

事と電気工事のお知らせが一緒に紙面に並びます。

１０年以上にわたって広報紙を手掛けている役員

の洞山さんは、「毎月作るのは大変ですわ」と苦笑

しながらも、きれいに保存された歴代の広報紙を誇

らしげに見せてくださいました。 

 

入居者同士の活発な交流活動  

自治会は、中庭での桜祭り（お花見）、夏祭り、餅つき大会に、秋はお出かけ行事

と、四季折々にイベントを開催し入居者を楽しませています。自治会が支援している

親睦活動が、子ども達と保護者による「なかよし会」

と高齢者による「寿会」。とりわけ寿会は、入居者

の高齢化により会員が増えており、毎月の昼食会や

秋の年配者の集いなど、活発に活動しています。そ

の他にも、住民同士の自主的なサークルが、ゴルフ、

卓球、体操、麻雀、絵手紙など数多くあり、それぞ

れのペースで楽しんでいます。 

「若い人達もイベントのテント張りなどは積極的に協力してくれるんですが、その

受け継がれるマンションコミュニティ 

   ＜伏見区／ファミール伏見自治会＞ 
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春を満喫「さくら祭り」 

 

 

 

 

子ども達も活躍 

「餅つき大会」 

先がなかなか…」と語る田村さんと洞山さん。自治会、管理組合の次代の担い手育成

を今後の課題に挙げておられました。 

 

顔の見えるマンションをいつまでも 

ポストにも名前を出さないマンションが増える中にあって、ファミール伏見では、

管理棟の前に全入居者の名字が入った案内板があります。２年ほど前まではフルネー

ムの案内板だったとか。近年では

賃貸（分譲貸）も増えていますが、

新しい入居者もコミュニティの大

切さを理解してくれており、自治

会の会費や活動を巡るトラブルは

ほとんど無いそうです。 

ファミール伏見の中庭の立派な

桜は、３０年ほど前に古紙回収の

収益で植えた苗木が成長したもの。

餅つき大会で使う杵と臼は、建

設当初の管理人から寄贈され

たものだそうです。先人のこの

マンションと入居者に対する

愛情が築いた温かいコミュニ

ティは、これからもきっと受け

継がれていくことでしょう。 

（平成２４年１０月取材） 
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笑顔で語る左近会長 

校庭に子ども達の歓声が戻った「たいけんカーニバル」 

 

 

 

 

 

活動は見えてこそ 

「どんどん紹介してください！目立つのは大歓迎ですわ」と豪快に笑うのは、待賢

住民福祉連合協議会の左近会長。約 2、300 世帯が暮らす待賢学区では、マンショ

ンの増加などにより自治会・町内会の加入率が５割を切っており、学区の地域活動を

未加入者も含めてもっと知ってもらいたいと工夫を凝らしています。 

「『福祉協議会』と言うと、どうしても若い世代には『福

祉なんて関係ない』と思われてしまう」と考えて、有志

９名による組織「待賢まちづくり委員会」を学区内に創

設。機動力と行動力を持つこの委員会を前面に、既存の

町内会や各種団体の枠にとらわれない新しい取り組みを

次々と展開しています。 

学区の各種団体は地道に活動しているけれども、それ

が広く知られていない…と見るや、団体ごとの年間活動

スケジュール表を作って、マンションも含めて全戸に配布。

大学の研究室の協力を得て、住民への意識調査アンケートも行いました。 

 

加入・参加のかたちを柔軟に 

高齢化などで町内会単位での活

動参加が難しくなっている現状を

受けて、学区運動会では個人参加

チームを創設。町内の枠を越えて

団結し、大活躍を見せてくれまし

た。 

また、学区のお祭り「たいけん

カーニバル」では、元待賢小学校

の校庭に模擬店やフリーマーケッ

トが並び、加入・未加入に関わら

ず学区民が集い楽しむ場として定

着しています。こうした学区の活発な取組が評価され、町内会の無いマンションなど

の１８世帯が、学区に直接加入しています。 

地 域 の 誇 り を 新 し い 住 民 に も 

   ＜上京区／待
たい

賢
けん

学区＞ 
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世代を超えた交流も生まれた

端午の節句展 

 

 

     並んで子ども達を 

     見守る鯉のぼり 

待賢の歴史を残したい、伝えたい 

待賢学区は、昔から西陣の一角として栄えた土地柄、立派な鯉のぼりや雛人形を所

蔵している家がいくつもあります。そんな地域の財産を活かしたい！と、まちづくり

委員会では、元待賢小学校で雛人形展や端午の節句展を開きました。会場では、来場

者同士が談笑できるようお茶

やお菓子を用意し、子ども達

には折り紙を教えてあげるな

ど趣向を凝らしました。 

「マンションなどの新しい

住民さんにも、自分の住んで

いる学区がこんなに歴史のあ

るところなんやと知ってほし

い。誇りに思ってほしいんで

すわ」と左近会長。当日

は愛らしい雛人形や勇壮

な鯉のぼりに魅かれて、

未加入世帯の親子連れな

ども数多く会場を訪れ、

中には、その場で加入し

てくれた方も。 

「もっと加入してほし

い！というもどかしさはあるけど、とにかく今は目に見えるいろんな取組をやって、

それを見て『なんか入っといた方が良さそうやな…』と思ってもらうしかない」と語

る左近会長。次は防災や防犯に力を入れたい！と意欲は尽きないようでした。 

（平成２４年１０月取材） 
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会長が代わっても、まちづくりは変わらない 

学区の事務的な役回りは、会長が兼務したり、持ち回りで決める学区が多い中にあ

って、六原学区（約 1、800 世帯）では自治連合会の組織の中に「事務局」を設置

しています。１０年以上にわたり、３人の会長の下で事

務局長を務めてきた菅谷さんは、「会長が代わられても事

務局が支えることで、方針がぶれることなく、自治会館

の建設や小学校の統廃合といった大事業も成し遂げるこ

とができた」と振り返ります。 

広報力の弱い各種団体の活動情報や参加呼び掛けなど

も、事務局を経由して町内会に伝えることで、学区内に

くまなく行き渡ります。会計の管理も事務局が一元的に

行うことで、自治連合会を中心とした町内会、各種団体

のまとまりが自然と保たれているそうです。 

 

事務局で情報の交通整理  

事務局の大きな役割が、行政とのつなぎ役。町内会長や各種団体長によっては、制

度や事業が多すぎて、どれをどう活用すればよいのか分からない…というケースもあ

ります。そこで、事務局が行政との窓口になって、どの制度、事業を、学区内のどの

団体に取り組んでもらえば地域に役立つか、コーディネート（調整）するのです。 

自然と行政側からの信頼も厚くなり、「新しい制度ができると、地域で取り組める

か相談に来られることもよくあります」と

のこと。行政と連携して、安心安全の取組、

空き家対策、芸術家の居場所づくり、細街

路対策などに次から次へと取り組んでい

ます。 

「行政からの支援は数年間限定の場合

もある。それが終わったら地域に何も残ら

ない…では駄目なんです。蓄積して、活用

できる力を地域が持たないと」と語り、人

材の発掘にも余念がありません。 

「事務局」が地域の「仕掛け人」に 

   ＜東山区／六
ろく

原
はら

学区＞ 

菅谷事務局長 

まちづくり委員会で細街路対策を検討 
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そそのかして有志を動かす 

人材発掘の面でも「事務局」の利点が生きています。学区内のすべての団体と日頃

からお付き合いがあるため、各団体の「有望株」を見つけやすいのです。有望株を見

つけたら…「そそのかすんです」と笑う菅谷事務局長。自治会館は事務局長と学区内

の有志や若手が集まり語らう場になっています。有志による組織「まちづくり委員会」

も活躍しており、事務局の下で、優れた人材が団体の枠にとらわれずに力を発揮でき

る環境が、学区の中に作られています。 

毎年六原小学校で開催していたお祭り「六原フェスタ」が、統廃合に伴い学校が使

えなくなって中断した時も、「やっぱり祭りが必要だ！」と動いたのは有志でした。

実行委員会を結成して、自治連合会の後ろ盾を得ながら、六原公園などに会場を移し

て「六原フェスタ」を開催。当日は、これまでの地域活動で関係を築いた学生たちも

駆けつけて祭りを盛り上げ、

学区民の笑顔が会場に溢れ

ました。 

「時代が変われば課題も

変わる。でも課題が無くなる

ことは無い。まちづくりの取

組ってエンドレスなんです

よね」と語る菅谷事務局長。

今も学区を見渡して、「次は

何に取り組むべきか…」「良

い人材はいないかな…」と思

いを巡らせておられるかも

しれません。 

（平成２４年１０月取材） 

  

秋晴れの下で大賑わいの「六原フェスタ」 
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   雲ケ畑の魅力満載の散策マップ（北区役所作成） 

 

 

愛らしい大山椒魚饅頭 

 

 

 

 

 

小学校休校を機に地域を見つめ直す 

鴨川の源流に位置する雲ケ畑は、６０世帯程が暮らす山間の小さな集落。基幹産業

である林業が衰退し、過疎化に悩まされてきました。雲ケ畑小学校の児童数も１桁に

落ち込み、ついに休校が決定。地域の象徴を失う危機感の中、自治振興会では、北区

役所の支援も得て、平成２１年度から地域の活性化に立ち上がりました。 

地域住民が集まって、学校跡

地の活用法など、ざっくばらん

に話し合う中で、豊かな自然と

そこから生まれる料理、名所旧

跡や伝統文化、自然と共に生き

る暮らしぶりや人の繋がりな

ど、雲ケ畑には様々な魅力や資

源があること

を再認識。それ

を活かすため

に、自治振興会

の有志によっ

て、ハイキング

コースの整備、

鹿肉コロッケ

や大
おお

山椒魚
さんしょううお

饅頭
まんじゅう

の開発や販売

などが早速実行に移されました。 

 

路線バス廃止を受けて自治会がバスを運行  

ところが、活性化の気運が出てきた矢先に、雲ケ畑に再び衝撃が走りました。市街

地と雲ケ畑を結ぶ唯一の公共交通機関だった民営バス路線が廃止されることとなっ

たのです。 

諦めの声も出る中、自治振興会の波多野会長は「車を持たないお年寄りもいる。雲

ケ畑を孤立させてはいけない！」と住民を説得。国の補助金等を得て、自治振興会自

危機をきっかけに地域の魅力を再発見 

   ＜北区／雲ケ畑学区＞ 
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「もくもく」の文字は、雲ケ畑小学校最後

の児童４人が１字ずつ手書きしたもの 

▲ 
波
多
野
自
治
振
興
会
長 

  山の味覚や遊びが盛りだくさんの「雲ケ畑森の文化祭」 

らが交通事業者に委託してバスを運行させることにしたのです。 

平成２４年４月にスタートしたバスの愛

称は「もくもく号」。山里の雲や煙をイメー

ジしているのだそうです。北大路駅前～雲ケ

畑間を１日２往復し、地元住民の積極的な利

用はもとより、登山客の貴重な足にもなって

おり、順調に走り出しています。国の制度を

活用して行っている、「もくもく号」乗車と

雲ケ畑の自然や文化などの体験がセットに

なったモニターツアーも毎回大人気で、地域

の魅力発信にも一役買っています。 

 

「はたのわ」を広げて、人が集まる雲ケ畑に 

活性化に取り組む中で生まれたのが、「はたのわ」という言葉。雲ケ畑の人の輪を

もっと広げて、雲ケ畑を元気にしたい！という思いが込められているそうです。 

大学生などによる山仕事サークル「杉良太郎（すぎよした

ろう）」が、森林組合や自治振興会とともに開催している「雲

ケ畑森の文化祭」は、１０年を経て雲ケ畑の一大イベントに

成長。「雲ケ畑・足谷 人と自然の会」は、ホタルの鑑賞会

や自然観察会を通じて、雲ケ畑の魅力を発信するとともに、

住民にも自分達の地域の豊かな自然を再発見させてくれて

います。度重なる危機を乗り越えて、「はたのわ」は地域の

内外で着実に広がってい

るようです。 

「京都市街からわずか

３０分で、こんなに自然

豊かな所は他にありませ

んよ」と語る波多野会長。

現状の厳しさを見据えな

がらも、雲ケ畑を愛する

人、雲ケ畑に暮らす人が

もっと増えることを願っ

ておられます。 

 

（平成２４年１０月取材） 
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7

※情報は平成２５年８月時点です。その後変更している場合がありますので、担当部署にご確認ください。

人 知 金 物 場 交

地域コミュニティ活
性化に向けた地域
活動支援制度

学区自治連合会等が主体となって行う自治会・町
内会への加入促進の取組や、加入者と未加入者
の交流・協働を促進するための取組に対して助
成を行う。

文化市民局地域自治推進
室地域づくり推進担当
電話222-3049

○

地域コミュニティ活
性化に関するシン
ポジウムの開催

地域コミュニティの活性化に結びついた取組事例
などを広く紹介するシンポジウムを開催する。

文化市民局地域自治推進
室地域づくり推進担当
電話222-3049

○

地域コミュニティサ
ポートセンター

総合的な相談窓口「地域コミュニティサポートセン
ター」において、自治会・町内会の運営や地域の
活性化についての相談に対応する。

文化市民局地域自治推進
室地域づくり推進担当
電話222-3049

○

市政出前トーク

職員が、市民の身近な場所に直接出向いて市政
についての説明を行い、市民の市政に関する理
解を深めていただくとともに、これからのまちづく
りについてともに考えるきっかけを作る。

総合企画局市民協働政策
推進室市民協働担当
電話222-3178

○

協働連続講座
全国の先進的な協働の取組を、自治会、ＮＰＯ、
企業、大学、行政等の構成員が一緒に学び交流
する機会を創出する。

総合企画局市民協働政策
推進室市民協働担当
電話222-3178

○ ○

「未来まちづくり１０
０人委員会」の運
営

市民自らの発想による京都のまちづくり全体に関
するテーマを、白紙の段階から議論し、提言する
だけでなく、自ら実践、行動する「未来まちづくり１
００人委員会」を運営する。

総合企画局市民協働政策
推進室市民協働担当
電話222-3178

○

地域を応援する制度・事業

※「支援の手法」欄は、分かりやすいように、どのような手法により地域を支援する事業かを端的に分類しています。
　「人」：高齢者等の見守り、アドバイザー等の派遣、人材の育成・登録など人的側面からの支援
　「知」：講座、研修、体験型イベント、相談、情報提供など知識・情報面からの支援
　「金」：補助金、助成金など金銭面からの支援
　「物」：活動用物品の提供、貸与など物的側面からの支援
　「場」：居場所や活動拠点などの確保、改善の面からの支援
　「交」：個人間や団体間の連携や交流を促進する面からの支援

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法

◇地域活動全般への支援
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人 知 金 物 場 交

地域団体とＮＰＯ法
人の連携促進事業

自治会・町内会、学区自治連合会等の地域団体
とＮＰＯ法人が連携して地域課題の解決に取り組
む事業を公募・選考して、採択された事業につい
ては、事業費の寄附を集めていただき、集まった
寄附金の額と同額を助成する。

文化市民局地域自治推進
室市民活動支援担当
電話222-4072

○ ○

輝く学生応援プロ
ジェクト

学生と地域との交流を図るため、地域行事と学生
サークルとを仲介する「むすぶネット」の運営や、
学生が取り組む京都のまちの活性化に資する活
動や社会貢献活動に対する支援を行う。

総合企画局市民協働政策
推進室大学政策担当
電話222-3103

○ ○ ○

学まちコラボ事業
大学の人材育成、地域の課題解決や活性化を図
ることを目的として、大学と地域が連携して行う取
組に支援金を交付する。

総合企画局市民協働政策
推進室大学政策担当
電話222-3103

○

集会所の新築、修
繕等の支援

自治会・町内会等が行う集会所の新築、修繕等
に要する経費の一部を補助する。

文化市民局地域自治推進
室地域づくり推進担当
電話222-3049

○ ○

商店街等競争力強
化支援事業

商店街、小売市場等が行う、地域の魅力を高め
るための市民活動団体等と相互に連携した事業
に対して補助を行う。

産業観光局商業振興課
電話222-3340

○

商店街等環境整備
支援事業

商店街、小売市場等が行う、空き店舗を活用した
地域コミュニティホール等の設置、改修事業に対
して補助を行う。

産業観光局商業振興課
電話222-3340

○

人 知 金 物 場 交

友・遊・美化パス
ポート事業

観光地や繁華街において、当日、誰でも自由に
参加できるボランティア清掃活動を実施する。
参加１０回ごとに記念品等の贈呈を行う。

環境政策局まち美化推進
課
電話213-4960

○

使用済てんぷら油
の市民回収奨励事
業

使用済てんぷら油回収を行う地域団体等に助成
金を交付する。

環境政策局まち美化推進
課
電話213-4960

○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法

◇環境や美化の取組への支援

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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人 知 金 物 場 交

地域単位で資源物
を回収するコミュニ
ティ回収事業

古紙等の集団回収を実施する地域団体に助成金
を交付する。

環境政策局まち美化推進
課
電話213-4960

○

落ち葉等たい肥化
の活動支援

落ち葉等のたい肥化活動を実施する地域団体に
助成金を交付する。

環境政策局まち美化推進
課
電話213-4960

○

電動式生ごみ処理
機等購入助成金制
度

生ごみの減量化及び資源化を促進し、市民のご
み減量意識の向上を図るため、生ごみを減量す
る電動式生ごみ処理機と生ごみコンポスト容器の
購入者に助成金を交付する。

環境政策局まち美化推進
課
電話213-4960

○

地域の一斉清掃に
対する支援

ごみ袋及び軍手の給付、火ばさみ、ほうき及びち
りとりの貸与、ごみの回収等の支援を行う。

環境政策局まち美化推進
課
電話213-4960

○

まちの美化推進住
民協定支援制度

本市が認定した美化推進住民協定締結団体に対
して、ごみ袋及び軍手の給付等のほか、認定後３
年間を限度に、必要な物品の支援を行う。

環境政策局まち美化推進
課
電話213-4960

○

不法投棄監視カメ
ラ等貸与制度

不法投棄対策に取り組む地域団体に対して、監
視カメラ等を貸出す。（一定の条件あり）

環境政策局まち美化推進
課
電話213-4960

○

DO YOU KYOTO？
クレジット制度

①地域団体や商店街等が省エネ活動等で削減し
たCO2排出量を、「クレジット」として本市が認証
し、その量に応じた奨励金を交付する。
②イベント等を実施する際に、この「クレジット」を
活用（有償）することで、CO2排出を埋め合わせ、
環境にやさしいものとして実施することができる。

環境政策局地球温暖化対
策室
電話222-4555

○ ○

エコ商店街事業

レジ袋削減など商店街ぐるみでのごみ減量の取
組を推進するとともに、商店街の生ごみたい肥を
小学校での環境教育に活用するなど、地域全体
でごみ減量を促進する。

環境政策局循環企画課
電話647-3444

○

地域ごみ減量推進
会議の活動支援

小学校区（元学区を含む）を基本単位に、自主的
に組織され、地域でのごみ減量活動の核となる
「地域ごみ減量推進会議」に対して活動助成金を
交付する。

環境政策局循環企画課
電話647-3444

○

「エコ学区」事業
学区ぐるみでエコ活動を行う「エコ学区」に対し、
学習会の開催や支援物品の支給等、活動への支
援を行う。

環境政策局地球温暖化対
策室
電話222-4555

○ ○

太陽エネルギー利
用促進事業

太陽エネルギー利用設備を設置する方に対し、
助成金を交付する。（市民、自治会等が対象）

環境政策局地球温暖化対
策室
電話222-4555

○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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人 知 金 物 場 交

学区の安心安全
ネット継続応援事
業

学区の安心・安全ネットで取り組まれる身近な安
心・安全の確保のための活動に対し、補助金
（区・支所によって制度の違い有）の交付、防犯活
動支援物品の貸出、ＮＰＯなどによる防犯・交通
安全出前講座、学生防犯ボランティアとの合同啓
発等の事業により支援している。

文化市民局くらし安全推
進課
電話222-3193
各区役所・支所地域力推
進室

○ ○ ○ ○

交通事故防止・交
通安全啓発運動

地域における自主的な交通事故防止・交通安全
啓発運動を支援するため、各区交通対策協議会
等への補助金の交付、物品の支給等を行う。

文化市民局くらし安全推
進課
電話222-3193

○ ○

街頭防犯カメラ設
置促進補助事業

自治連合会などの地域団体が地域の防犯活動
の一環として防犯カメラを設置する事業に対し、
補助金を交付する。

文化市民局くらし安全推
進課
電話222-3193

○

京・くらしのサポー
ター

消費者被害の未然防止・拡大防止を図るため、
地域での啓発活動の核となる人材を養成し、本
市と協働で地域に密着した消費生活に関する啓
発活動を行う。

文化市民局消費生活総合
センター
電話256-1110

○

出前講座の実施

自治会や地域の各団体等の依頼に基づき、各団
体で取り組まれる会合や交流会等に、消費生活
専門相談員を派遣し、消費者被害の防止のた
め、悪質商法の手口や対処方法等について、分
かりやすく説明する。

文化市民局消費生活総合
センター
電話256-1110

○

各区総合防災訓練

区役所及び区内防災関係機関が、自主防災組織
や地域住民と一体となって各種訓練を実施し、災
害時における防災関係機関及び住民相互の協力
体制を確立するとともに、住民の防災意識の高揚
を図る

各区役所・支所地域力推
進室総務・防災担当

○

野生鳥獣による生
活環境被害防止に
係る自主防除活動
事業補助金

野生鳥獣による生活環境被害を防止するため、
市民主体の自主防除活動を行う団体に対して補
助金を交付する。

文化市民局地域自治推進
室地域づくり推進担当
電話222-3049

○

京都学生消防サ
ポーター制度

防火防災の知識、技能についての各種研修等を
受けた学生が、「京都学生消防サポーター」として
訓練や啓発等の際に活動する。

消防局教養課
電話682-0119

○

自主防災組織活動
助成金

自主防災組織の活動経費の一部を助成する。
消防局市民安全課
電話212-6692

○

◇防犯や防災の取組への支援

担当部署／電話番号

支援の手法

名称 内容
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コミュニティ・スクー
ルの推進（学校運
営協議会の設置）

「地域の子どもは地域で育てる」という理念のも
と、地域や保護者の方等に学校運営に参画いた
だく「学校運営協議会」を設置し、地域と一体と
なった学校づくりを進めている。

教育委員会事務局
学校指導課
電話222-3801

○ ○

土曜学習

学習の習慣づけや体験活動の充実等を図るた
め、学校運営協議会や保護者、地域、学生等の
ボランティアとの連携のもと、学校休業日に学習
活動・体験活動を行う。

教育委員会事務局学校指
導課
電話222-3808

○ ○

「まち道場」の推進

各武道連盟やスポーツ少年団をはじめとする地
域の諸団体との協力の下、子どもたちが武道に
親しみやすい環境を作り、心身の健全育成を図る
と共に伝統文化にふれる機会を創出する。

教育委員会事務局体育健
康教育室
電話708-5322

○

みやこ子ども土曜
塾

学校休業日に子どもたちの豊かな学びと育ちの
場が創造されるよう、市民ボランティアによる体験
活動等の支援、子どもや親子を対象としたイベン
ト等の情報発信を行う。

教育委員会事務局生涯学
習部家庭地域教育支援担
当
電話251-0457

○ ○

放課後まなび教室

学校施設を活用し、地域や保護者、学生等の参
画を得ながら、放課後の子どもたちに、学習の習
慣づけを図る「自主的な学びの場」と「安心・安全
な居場所」を提供する。

教育委員会事務局生涯学
習部家庭地域教育支援担
当
電話254-5015

○

学校ふれあい手づ
くり事業

学校と保護者・地域住民が協力しながら、小・中・
総合支援学校・幼稚園内に、開かれた学校づくり
を促進する環境を手づくりで製作・整備する取組
を支援し、その企画や製作作業、利用などを通し
て学校・家庭・地域の連携を深めるとともに、身近
な学びの場を創出・充実させ、学校を拠点とした
地域コミュニティの発展を図る。

教育委員会事務局生涯学
習部生涯学習推進担当
電話251-0410

○ ○

読み聞かせ講座
各図書館で、地域の文庫や学校等と連携し、地
域に読み聞かせボランティアを育成することを目
的に、講座や交流会を行う。

京都市中央図書館
電話802-3133

○

～地域で支える～
すくすく子育て応援
事業

子ども支援センター等との連携のもと、赤ちゃん
が誕生した家庭に、地域の子育て応援者が訪問
し、情報提供や子育て相談、地域の子育てサロン
等への参加を促すなど、地域で子育てを応援す
る関係をつくる。

保健福祉局児童家庭課
電話251-2380

○ ○

ファミリーサポート
事業

育児の援助を受けたい人と援助をしたい人とが会
員となって地域で子育てを助け合う。

保健福祉局児童家庭課
電話251-2380

○

内容 担当部署／電話番号

支援の手法

名称

◇子どものための取組への支援
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くらしのみはりたい
消費者被害を防止するため、日常生活の中での
高齢者等の見守りや、消費生活総合センターへ
の相談を奨励する市民ボランティアを募集する。

文化市民局消費生活総合
センター
電話256-1110

○

京
ミヤコ

・地域福祉パイ

ロット事業

多様化する福祉ニーズに対応するため、地域福
祉に関する住民主体の先進的な事業について助
成を行う。

保健福祉局地域福祉課
電話251-1175

○

高齢者の居場所づ
くり支援事業

空家や商店街の空店舗等のスペースを活用し、
「高齢者の居場所」の運営に取り組む地域住民等
に対し、その開設や運営に係る経費の一部を助
成する。

保健福祉局長寿福祉課
電話251-1106

○ ○

世代間交流事業
（いきいきお年寄り
のネットワークづく
り）

高齢者が培った知識や経験を活かした世代間交
流等の取組を、老人福祉センターや老人いこい
の家で行う。

保健福祉局長寿福祉課
電話251-1106

○

老人クラブ補助等
事業

高齢者の生きがいと健康づくりのための各種活
動等を支援するため、老人クラブ及び市・区老人
クラブ連合会に対して、活動費の一部を助成す
る。

保健福祉局長寿福祉課
電話251-1106

○

老人クラブハウス
助成事業

サークル活動、集会等を行う老人クラブハウスに
対して、補助金を支出する。

保健福祉局長寿福祉課
電話251-1106

○ ○

高齢者仲間づくり
支援事業

高齢者の各種サークル等の活動情報について収
集し、ホームページ等で提供することにより、高齢
者の仲間づくりや社会参加の促進を支援する。

保健福祉局長寿福祉課
電話251-1106

○

知恵シルバーセン
ター事業

様々な知恵や経験、技能等を有する高齢者活動
団体の情報を登録し、インターネットを通じて広く
発信するとともに、それらの高齢者活動団体が活
動を行う場の紹介、斡旋を行う。

保健福祉局長寿福祉課
電話251-1106

○

一人暮らしお年寄
り見守りサポーター
事業

高齢者への目配りを中心としたボランティア活動
を担う「一人暮らしお年寄り見守りサポーター」を
募集し、地域包括支援センターと連携しながら、
ひとり暮らし高齢者等が安心して健やかに暮らせ
る環境を整える。

保健福祉局長寿福祉課
電話251-1106

○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法

◇高齢者、障がいのある方のための取組への支援
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認知症あんしん京
（みやこ）づくり推進
事業

認知症の人や家族を、地域ぐるみで支援するとと
もに尊厳ある暮らしをまもる「認知症あんしんサ
ポーター」及び「認知症あんしんサポーター」養成
講座の講師となる「認知症あんしんサポートリー
ダー」を養成する。

保健福祉局長寿福祉課
電話251-1106

○

高齢・障害外国籍
市民福祉サービス
利用サポート助成
事業

高齢又は障害のある外国籍市民に対して訪問相
談等を行い、サービスの利用支援等を行う団体に
対して助成し、これらの外国籍市民の日常生活に
おける不安や悩みの解消を図る。

保健福祉局長寿福祉課
電話251-1106

○ ○

地域における見
守り活動促進事
業

高齢者や障害のある方などで、日常的な見守りを
希望され、情報提供の同意が得られた方の名簿
を作成し、関連団体に提供することによって、地
域における見守り活動の充実を図る。

保健福祉局保健福祉総務
課
電話222-3366

○

人 知 金 物 場 交

まちづくり活動相談

京都市景観・まちづくりセンターが、自主的なまち
づくり活動に取り組む意欲のある地域や取組実
績のある地域を対象に、助言や情報提供を行う。
また、地域のまちづくり活動の実情に応じて、専
門家の派遣や運営活動費の補助等を行う。

京都市景観・まちづくりセ
ンター
電話354-8701
（都市計画局都市づくり推
進課）
（電話222-3503）

○

地域景観づくり講
座

地域の景観形成に向けた市民参加の促進、景観
形成おいて中心的な役割を担う人材を育成する
講座を実施する。

都市計画局景観政策課
電話222-3397

○

市民共汗サポー
ターによる違反広
告物簡易除却事業

市民ボランティアである「京（みやこ）・輝き隊」に
登録された方に対して権限を委嘱し、市民自らの
手で違反広告物を除却できるようにする。

都市計画局屋外広告物適
正化推進室
電話708-7690

○

地域連携型空き家
流通促進事業

地域の自治組織等が、学識経験者や不動産事業
者等の専門家と連携しながら「空き家の掘り起こ
し」、「地域のすまい方のルールの発信」、「所有
者への働きかけ」などを地域のまちづくり活動とし
て行う際に、京都市が専門家の派遣、活動への
助成や助言を行い、空き家の流通促進を図る。

都市計画局住宅室住宅政
策課
電話222-3666

○ ○ ○ ○

◇まちの環境を良くするための取組への支援

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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景観・まちづくり大
学

京都の景観やまちづくりについて、様々な角度か
ら学び、考え、実践へとつなげていくことのできる
人材の育成を目指したセミナーを実施する。

京都市景観・まちづくりセ
ンター
電話354-8701
（都市計画局都市づくり推
進課）
（電話222-3503）

○

景観・まちづくりシ
ンポジウム

景観・まちづくりに関する情報の提供や普及・啓
発を目的に、地域まちづくりの推進や京町家の保
全・再生の促進、市民・企業・行政のパートナー
シップのまちづくりなどをテーマとしたシンポジウ
ムを開催する。

京都市景観・まちづくりセ
ンター
電話354-8701
（都市計画局都市づくり推
進課）
（電話222-3503）

○

公園愛護協力会へ
の支援

公園の地元住民で結成された、公園の除草や清
掃活動を行うボランティア組織に対して、報償金
の交付や清掃用具の支給を行う。

建設局緑政課
電話222-3589
建設局北部みどり管理事
務所
電話882-7019
建設局南部みどり管理事
務所
電話643-5405

○ ○

街路樹サポーター
制度

登録した市民（サポーター）が、街路樹の落ち葉
清掃、除草、水やりなどを行う際に、用具（ほう
き、ごみ袋、軍手等）の支給、ボランティア保険へ
の加入、落ち葉による堆肥の提供等を行う。

建設局 緑政課
電話222-3589

○

京
みやこ

のまちなか緑化

助成事業

市街化区域内で、個人や事業者の方が公道に面
した建築物（屋上・壁面）や敷地（駐車場を含む）
を新たに緑化する際に、その費用の一部を助成
する。

建設局緑政課
電話222-3589

○

私道整備助成制度
一般交通に供用されていること、幅員が一定以上
であること等の要件を満たす私道の整備工事に
ついて、費用の一部を助成する。

建設局調整管理課
電話222-3568

○

鉛製給水管取替工
事助成金制度

宅地内の水道メーターから蛇口までの間に残存
する鉛製給水管の取替を促進するため、取替費
用の一部を助成する。

上下水道局水道部給水課
電話672-7739

○

雨水貯留施設設置
助成金制度

市街地への雨水の流出を抑制させるとともに、雨
水の有効利用を促進するため、「雨水貯留」タンク
購入費用の一部を助成する。

上下水道局下水道部管理
課
電話672-7822

○

雨水浸透ます設置
助成金制度

市街地への雨水の流出を抑制させるとともに、地
下水の保全・湧水の復活を図っていただくため、
「雨水浸透ます」設置費用の一部を助成する。

上下水道局下水道部管理
課
電話672-7822

○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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国際文化市民交流
促進サポート事業

多様な国籍や文化的背景をもつ登録者を、依頼
に応じて地域や各種団体等の催しに派遣し、外
国の音楽や料理、舞踊等の文化の紹介を通じた
交流を行っていただく。

総合企画局国際化推進室
電話222-3072

○ ○

若手芸術家等の居
住・制作・発表の場
づくり

若手芸術家等に対して、居住・制作環境の整備
から、専門家のネットワークによる発表支援まで
幅広く総合的なサポートを行うことで、才能ある芸
術家が京都に集結し、彼らのエネルギーがまちの
活力になることを目指す。

文化市民局文化芸術企画
課
電話366-0033

○ ○ ○ ○

夜間校庭開放事業
昼間にスポーツをする時間がない社会人にス
ポーツを楽しんでいただくとともに、地域スポーツ
の振興を図るため、夜間に校庭を開放している。

文化市民局市民スポーツ
振興室スポーツ振興担当
電話366-0169

○

京都市立学校体育
施設開放事業

児童の安全な遊び場の確保と、校区民のスポー
ツ活動の推進を目的に、各校で体育施設開放事
業運営委員会を設置し、自主的に施設を開放し
ている。

教育委員会事務局体育健
康教育室
電話708-5322

○

スポーツ推進委員
制度

非常勤公務員として委嘱を受けたスポーツ推進
委員が、各種スポーツ事業の大会運営や、地域
におけるスポーツ実技指導・普及活動に従事して
いる。

文化市民局市民スポーツ
振興室スポーツ振興担当
電話366-0169

○

学校コミュニティプ
ラザ事業

中学校区を一つの生涯学習ゾーンとして、その区
域内の小・中学校の全面改築時などに地域の特
色に応じた多様な生涯学習に活用できる施設を
整備し、小学校区の枠をこえて住民に身近な生
涯学習の場として開放している。

教育委員会事務局生涯学
習部生涯学習推進担当
電話251-0410

○

学校ふれあいサロ
ン事業

学校の余裕教室等を生涯学習に利用できる施設
「ふれあいサロン」に改修・整備し、学区内の子ど
もからお年寄りまであらゆる世代の市民が集い、
学びあえる身近な生涯学習の場として開放してい
る。

教育委員会事務局生涯学
習部生涯学習推進担当
電話251-0410

○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法

◇スポーツ、文化教養活動への支援
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区民ふれあいまつ
り

区民と区役所の協働・共汗の取組として、地域の
各種団体等が中心となり、区民が気軽に参加し、
ふれあえる場として、ふれあいまつりを開催する。

各区役所・支所地域力推
進室まちづくり推進担当

○

区民提案型支援事
業

各区基本計画に掲げる区のビジョンの実現に向
けて、区民が自発的、自主的に企画、運営する事
業を募集し、区民まちづくり会議等の選考により
採択し、経費の一部または全部を補助する。

各区役所・支所地域力推
進室総務・防災担当

○

つながるワーク
ショップ

地域活動に取り組んでおられる方や、若者をはじ
めとする幅広い世代の方が、まちづくり等につい
て意見交換や交流を行うことで、地域活動の活性
化につなげ、区民主体のまちづくりを更に推進す
る。

北区役所地域力推進室総
務・防災担当
電話432-1199

○ ○

北区気軽に集い学
びあう交流の場（居
場所）づくり事業

一人暮らし高齢者や子育て世代をはじめとする幅
広い世代の方が、職業、性別などに関わらず、悩
みや困りごとを語り、経験を伝え、学びあう交流の
場づくりを促進していくため、関係機関・団体と連
携して、普及啓発のための冊子の作成や、運営
主体間のネットワークづくりなどを行う。

北区役所支援保護課
電話432-1284

○ ○ ○

北区地域力を結集
した安心安全のま
ちづくり事業

予防に重点を置いた安心安全のまちづくりの推
進に向けて、地域団体や行政機関などが連携し
て講演会の開催等を行う。

北区役所地域力推進室、
支援保護課、健康づくり推
進課
電話432-1208

○ ○

北区一人暮らしの
高齢者等の困りご
と支援育成事業

一人暮らし高齢者等への日常生活の困りごとの
支援など地域の福祉ニーズに対応した地域住
民・ボランティア・ＮＰＯ等による生活支援サービ
スについて、関係機関等と連携して実態調査等を
行い、平成24年度に、区内の生活支援サービス
の情報を取りまとめた資料を作成して啓発すると
ともに生活支援サービス提供者の育成にも努め
る。

北区役所支援保護課
電話432-1284

○ ○ ○

『北区のまちづくり
活動の推進に向け
た地域団体のため
の「個人情報の取
扱いに関する手引
き」～個人情報
守って使って　信頼
で築く地域社会～』

北区における多様な地域団体のまちづくり活動
が、地域住民の信頼を得て、より円滑に取り組ま
れることを目的に作成した「個人情報の取扱いに
関する手引き」（北区役所及び北区社会福祉協議
会のホームページにも掲載）の啓発に努めるとと
もに、区内の地域団体への学習会も実施する。

北区役所支援保護課
電話432-1284

○ ○

◇各区役所・支所ごとの取組

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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北区における福祉
に関する意見交換
会（福祉座談会）

北区の地域福祉の推進に向けて、地域における
福祉課題・問題点の改善等に資するよう、各学区
の民生委員・児童委員と福祉事務所・社会福祉
協議会等による意見交換会（福祉座談会）を実施
する。

北区役所福祉介護課
電話432-1284

○ ○

『ボランティア・ＮＰ
Ｏ等の地域福祉活
動事例集「＋１（プ
ラスワン）」』

北区でのボランティア・ＮＰＯ等による地域福祉活
動の育成支援のために作成した事例集（北区役
所及び北区社会福祉協議会のホームページにも
掲載）が、身近な地域で共に支え合うことのでき
る活動のヒントになり、北区の地域福祉活動の充
実、発展につながるよう、啓発に努める。

北区役所支援保護課
電話432-1284

○ ○

北区すくすく赤ちゃ
ん広場

子どもと子育て家庭を見守り、支え合う地域社会
づくりを推進していくため、地域の子育て中の親
子と民生委員・主任児童委員、地域子育て支援
ステーションなどの子育て支援者が集い交流す
る。また、地域の大学、北区社会福祉協議会とも
連携して開催する。

北区役所支援保護課
（北子ども支援センター）
電話432-1286

○ ○

上京区ふくしをなん
でもしっとこ講座

区社協や地域団体との連携により、福祉に関す
る身近な話題を取り上げ、正しく理解していただく
ための講座や交流会を開催する。

上京区役所支援保護課
電話441-5119

○

上京えんじぇる応
援団・すくすくステッ
カーで子育て支援
事業

子育て支援に協力していただける企業や店舗、
地域住民等を公募して、「上京えんじぇる応援団」
として「すくすくステッカー」を配布。提示すれば応
援団の店舗等からサービスを受けられる「えん
じぇるカード」を、小学校以下の子どがいる子育て
家庭に配布する。

上京区役所支援保護課
電話441-5119

○

みんなでつくる左
京朝カフェ～朝か
らつながるまちづく
り

広く一般に、左京区のまちづくりに関心の高い区
民が交流する場を設け、自主的なまちづくり活動
を促進する。

左京区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話702-1021

○ ○

地域活性化プロ
ジェクト「左京×学
生　縁ねっと」

学生のパワーを地域のまちづくり活動に結び付け
るため、区役所と左京区社会福祉協議会、NPO
法人が協働して、学生が主体的に取り組むボラン
ティア活動を支援する。

左京区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話702-1021

○ ○

中京区まちづくり次
世代推進者共育支
援制度

中京区内の若手住民を対象に、まちづくりの事例
研究や主体的な地域まちづくり活動の実践手法
等を学ぶ連続講座への参加を募り、次世代のま
ちづくり活動の担い手を育成する。

中京区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話812-2426

○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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中京マチビトCafé

区民同士の情報交換、活動交流の場として、広く
区民を集め開催する。中京区基本計画を推進す
るプロジェクトの“種”、またプロジェクトに関わる
人材を育てる。

中京区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話812-2421

○ ○

中京区地域による
避難所づくり強化
プロジェクト

災害発生直後の行政と区民の役割を明確にする
とともに、「避難所」を区民が自主的に運営できる
ためのノウハウを身につけられるように支援を行
う。

中京区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話812-2421

○

まちづくりカフェ＠
東山

東山でのまちづくりに興味・関心のある方々が集
い、仲間をみつけて、自由な発想で主体的にまち
づくり活動を行っていただける場として運営し、定
期的に交流会等を開催する。

東山区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話561-9105

○ ○

山科区２万人まち
美化作戦

毎年６月第一日曜日に、各学区自治連合会と各
種団体が中心となり行っている。道路や河川遊歩
道の一斉清掃や門掃きに対して、ごみ袋の配布、
ごみの回収などの支援を行っている。

山科区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話592-3088

○

山科区エコアクショ
ンNo.1宣言事業

京都市内でもっともエコアクションが進んだ行政
区を目指し、各家庭における地球温暖化対策や２
Ｒ（ごみの発生抑制、再使用）の推進を図る取組
を行っている。啓発イベントを開催するとともに、
地域におけるエコの取組の表彰を行っている。

山科区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話592-3088

○

大好き！やましな
魅力発信プラット
フォームの運営

山科の魅力に関心のある個人、団体等がイン
ターネットによりお互いに情報交換することによっ
て、それぞれの活動の連携を図り、協働で山科の
魅力を発信していく。

山科区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話592-3088

○ ○

山科区獣害対策
チームの運営

サルやイノシシ、シカ等の野生鳥獣による生活被
害を防止するため、住民主体の獣害対策チーム
と連携し、追払いや住民への周知、専門家による
講習会の開催を行う。

山科区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話592-3088

○ ○

山科区地域福祉推
進フリースペース
設置運営事業

高齢者も子育て世帯も障害のある方も、気軽に
立ち寄れる、地域社会の絆づくりの場「フリース
ペース」を、山科区民を対象として、区民と行政の
協働により設置する。

山科区役所福祉部支援課
電話592-3247

○

下京地域力アップ
（自治会加入促進）
応援事業

子育てや高齢者の生活支援、防災等の観点か
ら、地域のつながりを強化するため、区内の自治
会等の地域組織への加入促進に係る必要な取
組を支援する。

下京区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話371-7170

○

支援の手法

名称 内容 担当部署／電話番号
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下京歩歩塾

ウォーキングを通じて、地域の健康づくりの推進、
生きがいづくり、生活習慣病の予防、地域コミュニ
ティの活性化、防災意識の向上などの多様な課
題の解決に取り組む。

下京区役所健康づくり推
進課
電話371-7265

○ ○

下京・町衆倶楽部

下京区内外の下京を愛する方々が集い、自由な
発想の下での幅広い視点等から議論・実践する、
住民の自主的参加を通した新たなまちづくりの基
盤づくりを行う。

下京区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話371-7164

○ ○ ○ ○

下京たんぽっぽ広
場

主任児童委員・民生児童委員をはじめ下京区内
の児童福祉に関係する機関・団体で年２回、未就
園の乳幼児とその保護者を対象に情報提供と親
子のふれあいの場を提供する。

下京区役所支援課
電話３７１－７２１９

○ ○ ○ ○ ○

下京赤ちゃんねっ
と

主任児童委員等、地域の子育て支援者が、希望
する新生児宅を訪問し、子育て支援情報を届ける
とともに相談に応じるなど地域ぐるみで子育てを
支援する環境づくりを推進し、孤立化、児童虐待
の未然防止を図る。

下京区役所支援課
電話３７１－７２１９

○ ○ ○ ○ ○

地域防災力強化
「体験型研修」事業

地域防災力の強化に向け、地域住民と区役所、
消防署及び学校等の施設管理者が協働で、いの
ちと暮らしを守る避難所の開設、運営についての
体験型研修を実施する。

南区役所
地域力推進室
総務・防災担当

○

南区一斉清掃
南区自治連合会の主催により行っている南区全
域の道路・公園の清掃等に対して、ごみ袋の配
布、ごみの回収などの支援を行っている。

南区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話681-3417

○

南区企業の“知”活
用促進事業

南区内の企業が持つ“知の財産”を紹介する区民
向けの講座、見学会の開催等により、企業と区民
の交流を促進する。

南区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話681-3417

○

地域力（みなみ力）
パワーアップ事業

南区ならではの”地域力（みなみ力）”をさらに高
めるため、地域と連携し、マンション住民等を対象
にしたアンケート調査の実施や、各学区情報の区
ホームページからの発信を行う。

南区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話681-3417

○

健康づくりサポー
ター育成事業「健
康づくりチャレン
ジャー　みなみ～
ず」

健康づくりサポーター養成講座を通じて知識・技
術を学んだサポーターが主体となって、南区内の
公園で健康体操やウォーキングの普及活動を行
う。

南区役所健康づくり推進
課
電話681-3573

○

「花の町」運動

環境月間の取組として、花いっぱいの美しいまち
を目指して、南保健協議会連合会が知的障害者
共同作業所の協力を得て作製したプランターボッ
クスに花の苗を植えて、各地域で大切に育てても
らう。

南区役所健康づくり推進
課
電話681-3540

○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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右京まちづくり大学
リレー講座

右京ゆかりの大学と右京区役所等が、右京にち
なんだ歴史や文化から、健康や子育て、環境など
多彩なテーマの講座や体験型学習を実施する。

右京区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話861-1784

○

れんげを摘む会

歴史的風土特別保全地区に指定されている北嵯
峨の田園において、れんげ摘みや散策を楽しむ
機会を提供し、主として子どもたちに自然に慣れ
親しんでもらうことを目的に開催する。

右京区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話861-1264

○ ○

サンサ木づかい大
作戦

サンサ右京（右京区総合庁舎）を拠点として、区
民の皆様が京都市内産の木材を身近に感じてい
ただける環境づくりを行うとともに、子どもたちに
木や環境について学んでもらうセミナー等を開催
する。

右京区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話861-1264

○ ○

右京子育てサロン
サンサにこにこ広
場

民生児童委員会が主となり、１年に１度、０～３歳
の乳幼児とその保護者を対象に、同世代の子育
て中の人とふれあう交流の場を提供する。

右京区役所支援課
電話861-1437

○ ○

サンサ健康広場

身近で、気軽に、楽しく、運動を継続できるよう
に、健康づくりサポーターが、区役所や地域でメタ
ボビクス等運動を実施し、地域の健康づくりの推
進、地域のコミュニティの活性化を目指す。

右京区役所健康づくり推
進課
電話861-2177

○ ○ ○ ○

右京こころのふれ
あいネットワーク交
流学習会「こころ
ほっこりふれあい」

こころの病や、病による生活のしづらさについて
理解を深めていただくとともに、こころの病に関わ
る地域の各種団体や関係機関等と一体となって
行っている活動について広く知っていただくため、
地域ごとに学習会を開催する。

右京区役所健康づくり推
進課
電話861-2179

○

おやこ井戸端広場
１歳６箇月児健康診査時に、子どもとのふれあい
遊びや母親同士の交流ができる場を提供する。

右京区役所健康づくり推
進課
電話861-2179

○ ○ ○ ○

西京塾

公募による区民で構成されるメンバーが、「環境・
自然」と「地域コミュニケーション」というテーマの
下で、自主的に学び、その成果を発信する「公園
自然観察会」などの活動の支援を行うことで、区
民の交流の促進や、地域コミュニケーションの拡
大を図る。

西京区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話381-7158

○ ○

まちづくり活動団体
情報バンク「にし
きょう・ねっと」

区内で様々なまちづくり活動を行う団体の活動情
報を掲載した冊子の発行など、情報発信の支援
を行うことで、区民の交流の促進や、まちづくりへ
の関心を高めてもらう。

西京区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話381-7158

○ ○

防災セミナー（西京
区）

危機管理意識の向上を目指してセミナー等を実
施する。

西京区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話381-7158

○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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ふらっと・西京

区民に限らず、西京に関心や縁を持った方を広く
募り、様々な人同士が出会い、知り合い、西京の
まちについて自由に語り合い、学び合うプログラ
ムの中で、新しい形の西京のまちづくりを目指し
ていく。

西京区役所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話381-7197

○ ○ ○

西京健康ひろば

西京区管内の医師会・歯科医師会・薬剤師会、地
域包括支援センター、地域介護予防推進セン
ター、保健センターが協働で「いきいき健康で暮ら
せる西京区」をテーマに、広く区民に「健康の大切
さ」や「健康づくり」などそれぞれの分野で啓発と
情報提供を行う。

西京区役所健康づくり推
進課
電話392-5690

○

こころの健康講座

こころの病のある人が地域で安心して暮らせるよ
うにするために、区民にこころの病を正しく理解し
ていただき、さらにこころの病の普及啓発に努め
るための講演会等を開催する。

西京区役所健康づくり推
進課
電話392-5690

○

竹エクササイズ
西京健康づくりサポーターが西京区特産の竹を
使用した「竹エクササイズ」の普及に取り組み、区
民の継続的な健康づくりを推進する。

西京区役所健康づくり推
進課
電話392-5690

○

洛西管内自治連合
会長・自主防災会
長会議の運営

洛西地域において発生する可能性がある災害に
ついて、日常から洛西管内の７学区・地域の連携
を密にし、情報交換を行うとともに、関係機関と連
携して安心・安全のまちづくりを図る。

西京区役所洛西支所
地域力推進室
総務・防災担当
電話332-9185

○

洛西ニュータウン
創生推進委員会

「洛西ニュータウンまちづくりビジョン」で示された
内容を踏まえて、住民組織である「洛西ニュータ
ウン創生推進委員会」が議論及び検討を深め、
取組を推進することにより、住んでよかったと実感
できるまちづくりを進める。

西京区役所洛西支所
地域力推進室
まちづくり推進担当
電話332-9318

○

大原野「地域ブラン
ド」戦略策定事業

大原野を中心とした西山地域において、農業及び
観光を柱とし、地域の内外どちらからも魅力ある
場所として、ブランドイメージを総合的に確立する
ための戦略を策定し、大原野・西山地域の活性化
を図る。

西京区役所洛西支所
地域力推進室
まちづくり推進担当
電話332-9318

○ ○

洛西地域猿害等対
策協議会の運営

洛西地域に出没する猿等の野生鳥獣による生活
被害を未然に防止し、地域の安全・安心の生活を
確保するとともに、関係行政機関との連携を図り
猿等の野生鳥獣対策を行う。

西京区役所洛西支所
地域力推進室
まちづくり推進担当
電話332-9318

○ ○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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人 知 金 物 場 交

健康づくりサポー
ター育成事業「健
康づくりサポーター
らくさい」

健康づくりサポーター養成講座を通じて知識・技
術を学んだサポーターが、管内のウォーキングを
シリーズで企画・運営している。また「竹エクササ
イズ」の普及や子育て関係のイベント支援等もし
ている。

西京区役所洛西支所
健康づくり推進室
電話332-9348

○ ○ ○

伏見をさかなに
ざっくばらん

伏見でまちづくり活動をしてみたい方が抱いてい
る思いをざっくばらんに出し合いながら議論を深
め、自主的なまちづくり活動に繋げていく。

伏見区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話611-1295

○ ○ ○ ○ ○

伏見連続講座－ふ
れて、しって、みて
伏見－

区民をはじめとする多くの人々に伏見の魅力を再
発見していただくことを目的に、区内の大学等で
伏見をテーマにした講座やまちあるきを実施し、
伏見の魅力を知る機会を広く提供する。

伏見区役所地域力推進室
総務・防災担当
電話611-1295

○

健康づくりサポー
ター育成事業「伏
見げんき広場」

健康づくりサポーター養成講座を通じて知識・技
術を学んだサポーターが主体となり、伏見区役所
ホールにおいて、メタボ予防に効果的な正しい健
康情報と体操等の普及活動を行う。

伏見区役所健康づくり推
進課
電話611-1162

○

健康づくりサポー
ター育成事業「禁
煙チャレンジャーの
集い」

保健センターで毎年開催する「やめたいあなたへ
の禁煙教室」卒業生が、「禁煙したい人」やその
家族を応援する教室。タバコに関する正しい情報
や具体的な禁煙方法を啓発する。

伏見区役所健康づくり推
進課
電話611-1162

○

大岩山一斉清掃
ウォーク

かつて不法投棄でごみの山と化していた大岩山
を、いつまでもきれいな里山として維持するため、
地域住民、学生、各種団体の参加により深草トレ
イル「大岩山展望所コース」を歩きながら、沿道の
一斉清掃を実施する。

深草支所地域力推進室
まちづくり推進担当
電話642-3203

○

地域防災支援プロ
ジェクト

防災意識を高める活動や避難所開設及び運営を
含む災害対策、要援護者対策に向けた区民の自
主的な活動を支援・促進する。

伏見区役所・深草支所・醍
醐支所地域力推進室総
務・防災担当
電話611-1295、642-
3125、571-6105

○ ○ ○

醍醐もちもちぃん
ウォーク

名所・旧跡が点在する醍醐の魅力を新たに発見
するため、地域住民等で構成する企画委員会
が、まち歩きイベント等を行う。

伏見区役所醍醐支所地域
力推進室まちづくり推進担
当
電話571-6135

○

醍醐地域一斉清掃
６月の環境月間に実施している美化推進強化地
域及びその周辺における清掃活動に対して、清
掃用具等の貸出を行っている。

伏見区役所醍醐支所地域
力推進室まちづくり推進担
当
電話571-6135

○

名称 内容 担当部署／電話番号

支援の手法
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【見本１：自治会・町内会の規約（会則）】 

※ これはひな型ですので、各自治会・町内会が、会員の話し合いの中で、運 

 営の実態に合う規約を定めてください。 

 

 

○○○町内会規約 
 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 この会は、○○○町内会と称する（以下「会」という。）。 

（事務所） 

第２条 会の事務所は、○○集会所内に置く。 

（区域） 

第３条 会の区域は、次のとおりとする。 

  京都市○○区○○町○○番地から○○番地までの区域 

 

第２章 目的及び活動 

（目的） 

第４条 会は、地域住民の親睦を図り、自主的な共同活動によって良好な地域社会の維

持及び形成を図ることを目的とし、次の活動を行う。 

(1) レクリエーション、運動会、文化活動等住民相互の親睦を図る行事の開催に関す

ること。 

 (2) 交通安全、防犯、防災等に関すること。 

 (3) 美化、清掃等、区域内の環境整備に関すること。 

 (4) 所有する資産の維持管理及び運営に関すること。 

 (5) その他会の目的に必要な事業及び連絡に関すること。 

 

第３章 会員 

（会員の資格） 

第５条 会の会員の資格は、次のとおりとする。 

(1)正会員 第３条に定める区域内に住所を有する個人 

(2)賛助会員 第３条に定める区域内に事務所を有する法人等 

（入会） 

第６条 会に入会しようとするものは、会長に届けなければならない。 

２ 会は、正当な理由がない限り、第３条に定める区域に住所を有する個人の入会を拒

んではならない。 

（脱会） 

第７条 会員の脱会は、次の場合とする。 

(1) 本人の申出があったとき。 

(2) 死亡したとき。 

(3) 住所を区域外に移したとき。 

 

８ お役立ち様式、見本集 
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第４章 役員 

（役員） 

第８条 会に、次の役員をおく。 

(1)会 長  １名  

(2)副会長  ○名 

(3)書 記  ○名 

(4)専門部長 ○名 

(5)会 計  ○名 

(6)監 事  ○名  

(7)組 長  ○名 

（選任） 

第９条 会長、副会長、書記、専門部長、会計、監事及び組長（班長）は、総会でこれ

を選任する。 

（職務） 

第 10条 会長は、会を統括し、会を代表する。  

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があったとき、又は会長が欠けたときはあら

かじめ会長が指定した順序で、職務を代行する。 

３ 書記は、会務を記録し、会の内外への連絡及び広報を行う。 

４ 専門部長は、各専門部をまとめ、専門の業務を行う。 

５ 会計は、会の出納事務を処理し、必要な書類を管理する。 

６ 監事は、別に定めるもののほか、次の職務を行う。  

 (1) 会の財産の状況を監査すること。 

 (2) その他の役員の業務執行の状況を監査すること。 

 (3) 財産の状況又は業務の執行について不正の事実を発見したときには、総会に報告

すること。 

 (4) 前号の報告をするために必要あるときは、総会の招集を請求し、又は招集するこ

と。 

７ 組長は、組をまとめ、代表して、会務に協力する。 

（任期） 

第 11条 会の役員の任期は、○年とし、再任を妨げない。 

２ 補欠又は増員により、選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とす

る。 

３ 役員は、その任期終了後でも後任者が就任するまではその職務を行う。 

 

第５章 組織 

（専門部） 

第 12条 会に次の専門部を置く。 

 (1) ○○部 

 (2) ○○部 

 (3) ○○部 

（組） 

第 13条 会の運営を円滑に行うために、会を小単位に分けた組を置く。 

２ 組は、会員の中から組長を選出する。 

 

第６章 会議 

（会議の構成） 

第 14条 総会は、正会員をもって構成する。 

２ 役員会は、監事を除く役員をもって構成する。 
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３ 専門部会は、各専門部会の正会員をもって構成する。 

（招集）  

第 15条 通常総会は、毎年○回開催し、毎年度決算終了後３ケ月以内に開催する。 

２ 臨時総会は、正会員の５分の１以上の請求があったとき、又は役員会において総会

開催の決議があったときは、その請求があった日から○日以内に会長が招集する。 

３ 総会の招集は会員に対し、その会議の目的、内容、場所、時間を示し、少なくとも

５日前に通知する。  

４ 役員会は、必要に応じ、会長が招集する。 

５ 専門部会は、各専門部長が招集する。 

（決議事項）  

第 16条 総会は、次の事項を議決する。 

(1) 活動計画、活動報告の承認 

(2) 予算、決算の承認 

(3) 資産管理報告の承認 

(4) 会費改定の承認 

(5) 規約の改定 

(6) 役員の選出 

(7) その他会の重要事項に関すること 

２ 役員会は、次の事項を議決する。 

(1) 総会に付議すべき事項 

(2) 総会の議決した事項の執行に関する事項 

(3) その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

３ 専門部会は、次の事項を議決する。 

(1) 役員会に付議すべき事項 

(2) 会の議決した事項の執行に関する事項 

(3) その他総会、役員会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

（表決権）  

第 17条 正会員の表決権は、平等とする。 

（定足数） 

第 18条 総会は、正会員の２分の１以上の出席をもって成立する。 

２ 役員会、専門部会は、構成員の２分の１以上の出席をもって成立する。 

３ ただし、やむを得ない事情で出席できないものは、委任状又は表決書面の提出によ

り、出席者の数に加えるものとする。 

（議長） 

第 19条 総会の議長は、正会員の中から選出し、役員会及び専門部会は、それぞれ会長

及び専門部長が議長となる。 

（議決） 

第 20条 総会、役員会及び専門部会における議決は、出席者の過半数の賛成による。賛

否同数の場合は、議長がこれを決する。 

（総会の議事録） 

第 21条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び開催場所 

(2) 総会員数及び出席会員数（委任状・表決書面提出者を含む） 

(3) 議事録署名人指名（選出）に関する事項 

(4) 開催目的、審議事項及び議決事項 

(5) 議事の審議の経過の概要及びその結果 

２ 議事録には、議長及びその会議において指名（選出）された議事録署名人が署名、

捺印しなければならない。 
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第７章 資産及び会計 

（資産） 

第 22条 会の資産は、次に掲げるものをもって構成する。 

(1) 会費 

(2) 寄付金 

(3) 協賛金 

(4) 財産目録記載の財産 

(5) その他 

（会費） 

第 23条 会の会費は１世帯月額○○円とする。 

２ 会費は、各組において徴収し、組長がまとめて毎月○○日までに会計に納入するも

のとする。 

３ 特段の事情による会費の支払い猶予及び減免については、細則で定める。 

（資産の管理） 

第 24条 会の資産は、会長が管理し、その管理方法は役員会の議決による。 

（経費の支弁） 

第 25条 会の経費は、資産をもって支弁する。 

２ 正会員には、細則で定める額の弔慰金を支払うことができる。 

（会計及び資産台帳の整備） 

第 26条 会の収入及び資産を明らかにするために、会計及び資産に関する帳簿を整備す

る。会員が、帳簿の閲覧を請求したときは閲覧しなければならない。 

（予算及び決算） 

第 27 条 会の収支予算は、会計年度内におけるすべての収入及び支出の予定を計上し、

総会の決議により定める。 

２ 収支決算は、毎会計年度終了後３ケ月以内にその年度末における財産目録とともに

監事の監査を経て、総会の承認を得なければならない。 

（会計年度） 

第 28条 会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第８章 雑則 

（規約の変更）  

第 29条 この規約は、総会において会員の４分の３以上の同意を得なければ変更するこ

とができない。 

（書類及び帳簿の備付等）  

第 30章 会の事務所に、次の書類及び帳簿を備えなければならない。 

(1) 規約 

(2) 会員の名簿 

(3) 役員の名簿 

(4) 財産目録 

(5) 収入支出に関する帳簿及び証拠書類 

(6) 役員会及び総会の議事に関する書類 

(7) その他必要な書類及び帳簿 

（細則） 

第 31条 この規約の施行についての細則は、役員会の決議を経て別に定める。 

 

附 則 

 この規約は、平成○年○月○日から施行する。 
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【見本２：出席票・委任状・表決書】 

  

※出席する場合は、出席票を当日受付に提出してください 

 

出席票 

 

 平成○年○月○日開催の○○町内会総会に出席します。 

 

                  住所 

                  氏名               印 

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・切り取り・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

※欠席する場合は、委任状か紙面表決書のどちらかを、○月○日までに組長に 

 提出してください。 

 

委任状 

 

 平成○年○月○日開催の○○町内会総会を欠席しますので、議決に関する権限を代理

人           に委任します。 

 

                  住所 

                  氏名               印 

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・切り取り・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

表決書 

 

 平成○年○月○日開催の○○町内会総会を欠席しますので、次のとおり議決に関する

権限を行使します。 

 

    第１号議案  賛成 ・ 反対   第２号議案  賛成 ・ 反対 

    第３号議案  賛成 ・ 反対   第４号議案  賛成 ・ 反対 

 

                  住所 

                  氏名               印 

 



－ 67 －

【見本３：総会の議事録】 

 ※前年度の決算、事業報告等を行う総会を想定した議事録の一例です。 

 

総会議事録 
 
１ 開催日時  平成○○年○○月○○日 
２ 開催場所  ○○集会所 
３ 会員総数   ○○名 
４ 定足数    ○○名 
５ 出席者数   ○○名 

内訳   本人出席○○名、委任状出席○○名 
６ 議事の経過 

(1) 開会、会長あいさつ 
(2) 議長選任、議事録署名人の選出 
  定刻となり、議長の選任について諮ったところ、満場一致により○○を議長に選出し

た。議長は△△と□□を議事録署名人に指名し、満場一致により承認された。 
(3) 定足数の報告 
  議長から出席者数、委任状出席者数の報告があり、規約に定める定足数を満たしてお 
 り、総会が有効に成立する旨が確認された。 
(4) 議案の審議 
 ①第１号議案「平成○年度事業報告について」 

   ・ 副会長の◇◇氏から事業報告。 
   ・ ××氏から「・・・・・・・・・・・・・・」との指摘があり、事業報告書に誤り 
   が確認されたため、「・・・・」を「・・・・・」と修正した。 
  ・ 議決の結果、賛成○人、反対○人により、可決（否決）された。 
 ②第２号議案「平成○年度決算について」 

   ・ 会計の●●氏から決算の概要を説明。 
   ・ 監事の▲▲氏が、帳簿等により会計処理が適正に行われていることを確認した旨を 
   報告。 
  ・ ××氏から「・・・・・・・・・・・・・・」との質問があり、会計の●●氏が「・・・・・・・・・・・・・」

と説明し、了解された。 
  ・議決の結果、賛成○人、反対○人により、可決（否決）された。 
③第３号議案「・・・・・・・・について」 

   ※以下、議案の数だけ同様に。 
  (5) 意見交換 
   ・ ◆◆氏から、○○を検討すべきとの意見があり、満場一致で、役員会で案を検討 
    することとなった。 
  (6) 閉 会 
 
  以上この議事録が正確であることを証するため、議長及び議事録署名人は署名捺印する。 
    
  平成○年○月○日 
                議長      ○○○○    印 
                議事録署名人  △△△△    印 
                議事録署名人  □□□□    印 
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【見本４：事業計画書（報告書）】 

 

 

平成○年度 事業計画（報告）書 

 

○○○自治会 

期 日 事 業 名 場 所 内 容 

○月○日 総会 ○○集会所 ○○○○○ 

○月○日 公園清掃 ○○公園 ○○○○○ 

○月○日 夏祭り ○○小学校 ○○○○○ 

○月○日 ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○ 

○月○日 ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○ 

○月○日 ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○ 

毎月第○○曜 古紙回収 集会所前 ○○○○○ 

毎週○曜日 防犯パトロール 町内一帯 ○○○○○ 

通年 登下校見守り 通学路 ○○○○○ 

通年 単身高齢者訪問 高齢者宅 ○○○○○ 

○○○○ ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○ 

※事業計画書の場合は内容の欄に予定する内容を、事業報告書の場合は実施した内容

や参加人数等の実績等を記載します。 
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【見本５：予算書・決算書見本】 

平成○年度 予算書 

＜一般会計＞                        （単位：円） 

収    入 

科目 今年度 前年度 増減 内 訳 

繰越金    前年度から繰り越し 

会費    ○円×○世帯×１２ケ月 

寄付金    ○○から○円 

古紙回収収入    前年同額 

○○○○    ○○○○ 

雑収入    預金利息○円 

合計     

 

＜集会所積立て会計＞                   （単位：円） 

科目 金額 内 訳 

前年度繰越金   

今年度積立金  一般会計から 

利息  前年同額 

合計   

 

  

支    出 

科目 今年度 前年度 増減 内 訳 

総

務

費 

会議費    会場使用料○円 

通信費    切手代○円 

事務用品費    事務用品○円 

備品費    デジタルカメラ○円 

印刷費    広報紙○円 

助成金    子ども会○円、敬老会○円 

負担金    学区負担金○円 

集会所維持費    電気○円、水道○円 

○○費    ○○○○ 

事

業

費 

体育費    運動会○円 

防災防犯費    防災訓練○円 

福祉費    敬老祝い品○円 

○○費    ○○○○ 

集会所積立金    集会所積立て会計へ 

予備費     

合  計     
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平成○年度 決算書 

＜一般会計＞                        （単位：円） 

収    入 

科目 予算額 決算額 増減 内 訳 

繰越金    前年度から繰り越し 

会費    ○円×○世帯×１２ケ月 

寄付金    ○○から○円 

古紙回収収入    前年同額 

○○○○    ○○○○ 

雑収入    預金利息○円 

合計     

＜集会所積立て会計＞                   （単位：円） 

科目 金額 内 訳 

前年度繰越金   

今年度積立金  一般会計から 

利息   

合計   

 

 平成○年○月○日   

           会長 ○○○○ ○印    会計  ○○○○ ○印  

 

平成○年度分の会計について監査を行った結果、会計の処理及び収支が適正であることを認

めます。 

 平成○年○月○日 

               監事（会計監査） ○○○○ ○印    

支    出 

科目 予算額 決算額 増減 内 訳、増減理由 

総

務

費 

会議費    会場使用料○円 

通信費    切手代○円 

事務用品費    事務用品○円 

備品費    デジタルカメラ○円 

印刷費    広報紙○円（臨時号発行のため増） 

助成金    子ども会○円、敬老会○円 

負担金    学区負担金○円 

集会所維持費    電気○円、水道○円 

○○費    ○○○○ 

事

業

費 

体育費    運動会○円（雨天中止のため減） 

防災防犯費    防災訓練○円 

福祉費    敬老祝い品○円 

○○費    ○○○○ 

集会所積立金    集会所積立て会計へ 

繰越金    次年度へ繰り越し 

合  計     
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【見本６：自治会加入案内文】 

 
○○ 様 

○○町内会 会員一同 
 

○○町内会加入のご案内 

 
新しく○○町に引越しでこられた○○さん、ご近所どうし、これから末永いおつき

あいをお願いいたします。 
当○○町内会では、「みんなが住みよい○○町」を目指して、交流事業や安心・安

全活動などに取り組んでおります。 
町内会への加入は強制ではありませんが、同じ町に住むことになったご近所どうし

で交流を深め、困りごとがあった時や、いざという時に支え合える関係がつくれるよ

う、会員一同、○○さんの加入をお待ちしております。 
 

【○○町内会の概要】 
 ◇ 会長 

 ○○町○○番地 ○○○○ 
 
◇ 会費 
  月○○○円（年間分を４月に集めています。新しく加入された方は、加入され

た月の翌月から３月までとなります。） 
 
◇ 主な年間行事 

 ４月 役員会 
 ５月 公園清掃 
 ８月 地蔵盆 
 ９月 学区民運動会 
１０月 防災訓練 
１２月 もちつき大会 
 ３月 役員引継ぎ 

 
※ 加入についてのお問い合わせは、組長の○○（電話○○○－○○○○）までお

願いします。 
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【見本７：イベントのお知らせ】 

夏だ！祭りだ！！ 

～○○町夏祭りを８月○日に開催～ 

 

 暑い日が続きますが、皆さまお元気でお過ごしで 

しょうか。 

 お待ちかねの○○町夏祭りを、今年は８月○日（○）に開催することになりました。

毎年恒例の盆踊りや花火大会に加えて、今年は○○大学の学生サークルの皆さんが 

ゲスト出演！勇壮なよさこい踊りで祭りを盛り上げてくれます。 

 美味しい模擬店も並びますので、ご近所お誘いあわせのうえ、ぜひとも○○公園に

お越しください。○○町民の熱気で暑さを吹き飛ばしましょう！ 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○○町祭り実行委員会 

 ○○（電話○○○－○○○○） 

 ○○（電話○○○－○○○○） 

 ○○（電話○○○－○○○○） 

日   時  ８月○日（○）午後６時～９時 

       ※雨天の場合は８月○日（○）に延期 

会   場  ○○公園 

プログラム  ６時～  子ども達の合唱 

       ６時半～ じゃんけん大会（豪華景品あり！） 

       ７時～  盆踊り 

       ８時～  よさこい踊り（○○大学サークル） 

       ８時半～ 花火大会 

模 擬 店  たこ焼き、焼き鳥、カレーなど 

       子どものゲームコーナーやバザーもあるよ 

助っ人を募集中！ 

 お祭りは準備や後片付け、会場

のお掃除などにたくさんの人手

が要ります。手伝ってもいいよ～

という方はお声掛けください♪ 
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＜参考＞地域コミュニティ活性化推進条例 

 
平成２３年１１月１１日 

条例第１７号 

 

京都市地域コミュニティ活性化推進条例 

 

目次 

 前文 

 第１章 総則（第１条～第７条） 

 第２章 地域コミュニティの活性化の推進に関する基本的施策 

  第１節 地域コミュニティ活性化推進計画（第８条） 

  第２節 地域コミュニティの活性化の総合的推進のための施策（第９条～第１２

条） 

  第３節 住宅の建築，販売等をする事業者等による地域コミュニティの活性化の推

進のための取組（第１３条～第１６条） 

 第３章 地域コミュニティ活性化推進審議会（第１７条～第１９条） 

 第４章 雑則（第２０条） 

 附則 

 

 ここ京都では，長い歴史の中で培われた住民自治の伝統や支え合いの精神に基づき，

自治会，町内会その他の地域住民の組織する団体が中心となり，地域コミュニティが形

成され，これらの団体の活動が京都の発展に大きく寄与してきた。 

しかしながら，近年，居住形態や生活様式の変化に伴い，自治会，町内会その他の地

域住民の組織する団体に加入する住民の割合が低下し，及び地域活動に参加する地域住

民が減少したことにより，地域住民相互のつながりが希薄になり，子育てや高齢者の生

活の支援，災害時の被害の軽減その他の地域社会において生活するうえで重要な課題を

解決するために必要な地域コミュニティの活力が低下することが危惧されている。 

このような状況において，東日本大震災が発生し，地域コミュニティの重要性への認

識がより深まる中，良好な地域コミュニティを維持し，及び形成していくためには，地

域住民相互の交流を促進することにより地域住民が支え合う地域のつながりを強化す

るとともに，地域住民相互の協力と支え合いの精神に基づく自主的かつ活発な地域活動

が行われる必要がある。  

ここに，本市は，地域自治を担う住民組織，事業者等との連携の下に，地域住民が行

う地域活動を支援し，地域コミュニティの活性化を推進することにより，将来にわたっ

て，地域住民が支え合い，安心して快適に暮らすことができる地域コミュニティを実現

することを決意し，この条例を制定する。 
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   第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は，地域コミュニティの活性化の推進に関し，その基本理念を定め，

並びに本市等及び事業者の責務並びに地域住民の役割を明らかにするとともに，地域

コミュニティの活性化の推進に関する施策の基本となる事項を定めることにより，地

域コミュニティの活性化を総合的かつ計画的に推進することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定め

るところによる。 

(1) 地域コミュニティ 本市の区域内における地域住民相互のつながりを基礎とす 

 る地域社会をいう。 

 (2) 地域活動 良好な地域コミュニティの維持及び形成に資する活動をいう。 

 (3) 地域自治を担う住民組織 地域の自治を担う団体で，次に掲げる要件を備えてい

るものをいう。 

  ア 地域活動に取り組むことを主たる目的とするものであること。 

  イ 自治会，町内会その他の地域住民が組織する団体により構成されるものである

こと。 

ウ おおむね小学校の通学区域（元学区を含む。）を単位とする地域において活動

するものであること。 

  エ 多くの地域住民に支持されているものであること。 

（基本理念） 

第３条 地域コミュニティの活性化の推進は，次に掲げる事項を基本理念として行われ

なければならない。 

 (1) 地域住民相互の交流を促進することにより地域住民が支え合う地域のつながり

を強化するとともに，地域住民相互の協力と支え合いの精神に基づく自主的かつ活

発な地域活動が行われるようにすること。 

(2) 地域自治を担う住民組織，事業者及び地域活動に関わる市民活動団体（ボランテ

ィア活動その他の公益的な活動を行うことを目的として市民が組織する団体をい

う。），大学，研究機関その他の団体並びに本市が相互に連携して取り組むこと。 

(3) 地域自治を担う住民組織が，地域住民の多様な価値観及び自主性を尊重しつつ， 

  地域コミュニティの中心となって地域活動に取り組むことが大きな役割を担うこ 

  とを旨とすること。 

（本市等の責務） 

第４条 本市は，基本理念にのっとり，地域コミュニティの活性化の推進に関する施策

を総合的に策定し，及び実施しなければならない。 

２ 本市は，地域コミュニティの活性化の推進に共に取り組む組織として，地域自治を

担う住民組織を尊重しなければならない。 
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３ 本市は，地域住民が地域自治を担う住民組織に主体的に参加し，及び地域自治を担

う住民組織を結成することを促進するために必要な支援を行わなければならない。 

４ 本市の職員は，地域コミュニティの重要性を理解し，地域コミュニティの活性化の

推進を図る視点に立ち，その職務を遂行しなければならない。 

（事業者の責務） 

第５条 事業者は，地域コミュニティの重要性を理解し，その事業所が所在する地域に

おいて行われる地域活動に協力するよう努めなければならない。 

２ 事業者は，従業員がその居住する地域において地域活動に参加することに配慮する

よう努めなければならない。 

３ 事業者は，地域コミュニティの活性化の推進に関する本市の施策に協力するよう努

めなければならない。 

（地域住民の役割） 

第６条 地域住民は，地域コミュニティの重要性を理解し，地域活動に積極的に参加し，

及び協力することにより，地域コミュニティの活性化の推進についての役割を果たす

ものとする。 

２ 地域住民は，地域自治を担う住民組織に多くの地域住民が主体的に参加する状況と

なることを目指し，地域住民相互の交流及び協働についての役割を果たすものとする。 

（財政上の措置） 

第７条 本市は，地域コミュニティの活性化の推進に関する施策を実施するために必要

な財政上の措置を講じるよう努めなければならない。 

 

   第２章 地域コミュニティの活性化の推進に関する基本的施策 

    第１節 地域コミュニティ活性化推進計画 

第８条 市長は，地域コミュニティの活性化の推進に関する施策を総合的かつ計画的に

実施するため，地域コミュニティの活性化の推進に関する計画（以下「地域コミュニ

ティ活性化推進計画」という。）を定めなければならない。 

２ 地域コミュニティ活性化推進計画は，次に掲げる事項について定めるものとする。 

 (1)  地域コミュニティの活性化の推進に関する目標 

 (2) 地域コミュニティの活性化の推進に関する取組 

 (3) その他地域コミュニティの活性化の推進に関する施策を総合的かつ計画的に実

施するために必要な事項 

３ 市長は，地域コミュニティ活性化推進計画を定めるに当たっては，第１７条に規定

する審議会の意見を聴くとともに，事業者及び地域住民の意見を適切に反映するため

に必要な措置を講じなければならない。 

４ 市長は，地域コミュニティ活性化推進計画を定めたときは，速やかにこれを公表し

なければならない。 

５ 前２項の規定は，地域コミュニティ活性化推進計画の変更について準用する。 
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    第２節 地域コミュニティの活性化の総合的推進のための施策 

（地域コミュニティの活性化に関する情報の提供等） 

第９条 本市は，地域コミュニティの活性化に関する相談に応じ，情報の提供，助言，

当該相談に係る関係者相互間の意見の調整その他必要な措置を講じなければならな

い。 

（地域自治を担う住民組織等への専門家の派遣） 

第１０条 市長は，地域自治を担う住民組織及び地域自治を担う住民組織を結成しよう

とする団体の求めに応じ，地域活動の企画及び運営，地域自治を担う住民組織の結成

その他の取組のために必要があると認めるときは，これらの団体に対して助言を行う

専門家を派遣するものとする。 

（地域コミュニティの活性化の推進に関する理解を深めるための措置） 

第１１条 本市は，地域住民，本市に転入しようとする者及び事業者が地域コミュニテ

ィの活性化の推進に関する理解を深めるため，広報活動，啓発活動その他の必要な措

置を講じなければならない。 

（顕彰） 

第１２条 市長は，地域コミュニティの活性化の推進に関し，功績があった事業者の顕

彰に努めるものとする。 

 

第３節 住宅の建築，販売等をする事業者等による地域コミュニティの活性 

化の推進のための取組 

（地域自治を担う住民組織の活動等に関する情報の提供） 

第１３条 住宅の販売若しくは賃貸又はこれらの代理若しくは媒介（以下「販売等」と

いう。）をする事業者は，住宅を購入し，又は賃借しようとする者に対し，宅地建物

取引業法第３５条第１項各号に掲げる事項の説明その他当該住宅についての説明を

行う際に，当該住宅の存する地域において活動する地域自治を担う住民組織の活動に

関する情報その他当該地域の地域活動に関する情報を提供するよう努めなければな

らない。 

（共同住宅等の居住者の交流の促進） 

第１４条 次に掲げる事業者は，共同住宅の居住者相互の交流及び共同住宅の居住者と

地域住民との交流の促進を図るため，地域活動に関する情報を掲示するための掲示板

の設置その他の必要な措置を講じるよう努めなければならない。 

 (1)  共同住宅を建築する事業者 

 (2) 共同住宅の販売等をする事業者 

 (3) 共同住宅を管理する事業者 

２ 前項の規定は，一団の土地を分割して建築する住宅の居住者の交流の促進について

準用する。この場合において，同項中「次」とあるのは「第１号及び第２号」と，「共

同住宅」とあるのは「一団の土地を分割して建築する住宅」と読み替えるものとする。 
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（共同住宅の新築工事等をする事業者の連絡調整担当者の届出） 

第１５条 特定共同住宅（京都市中高層建築物等の建築等に係る住環境の保全及び形成

に関する条例第２条第２項第３号に規定する特定共同住宅をいう。以下同じ。）を新

築する者は，建築基準法第６条第１項若しくは第６条の２第１項の規定による確認の

申請又は同法第１８条第２項の規定による通知をしようとする日の２０日前までに，

当該特定共同住宅の新築工事，販売，賃貸及び管理をする事業者に対し，それぞれ連

絡調整担当者（共同住宅の居住者と地域住民との交流を促進するために必要な事項に

ついて，地域自治を担う住民組織との連絡及び調整を行う者をいう。以下同じ。）を

選任させるとともに，連絡調整担当者の氏名及び連絡先その他別に定める事項を市長

に届け出なければならない。 

２ 地域自治を担う住民組織は，その活動を行う地域に新築される特定共同住宅以外の

共同住宅について，その新築工事が完了した日から起算して３０日を経過する日まで

の間に，新築工事，販売，賃貸及び管理をする事業者の連絡調整担当者の氏名及び連

絡先その他別に定める事項に係る情報の提供を受けたい旨を市長に申し出ることが

できる。 

３ 第１項の規定は，前項の申出に係る共同住宅のうち，地域コミュニティの活性化を

推進するために同項の情報の提供をする必要があると市長が認めるものを新築する

者について準用する。この場合において，第１項中「建築基準法第６条第１項若しく

は第６条の２第１項の規定による確認の申請又は同法第１８条第２項の規定による

通知をしようとする日の２０日前までに」とあるのは，「第５項の通知を受けた日の

翌日から起算して１５日以内に」と読み替えるものとする。 

４ 前項の認定は，当該共同住宅の新築工事が完了した日から起算して４０日を経過す

る日までに限り行うことができるものとする。 

５ 市長は，第３項の規定による認定をしたときは，速やかにその旨を当該共同住宅を

新築する者に通知しなければならない。 

（共同住宅の新築工事等をする事業者の連絡調整担当者に係る情報の提供） 

第１６条 地域自治を担う住民組織は，その活動を行う地域に新築される共同住宅に関

して前条第１項の規定により届出があった事項について，文書により開示を請求する

ことができる。 

２ 市長は，前項の請求があったときは，当該請求をした地域自治を担う住民組織に対

し，文書により当該請求に係る事項について開示をしなければならない。 

３ 市長は，前条第３項において準用する同条第１項の規定による届出があったときは，

同条第２項の規定による申出をした地域自治を担う住民組織に対し，文書により当該

届出に係る事項について開示をしなければならない。 

４ 前２項の規定による開示を受けた地域自治を担う住民組織は，当該開示を受けた事

項を，共同住宅の居住者と地域住民との交流を促進する目的以外の目的に使用しては

ならない。 
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   第３章 地域コミュニティ活性化推進審議会 

（審議会） 

第１７条 地域コミュニティの活性化の推進に関する事項について，市長の諮問に応じ，

調査し，及び審議するとともに，当該事項について市長に対し，意見を述べるため，

京都市地域コミュニティ活性化推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（審議会の組織） 

第１８条 審議会は，委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は，学識経験のある者その他市長が適当と認める者のうちから，市長が委嘱し，

又は任命する。 

（委員の任期） 

第１９条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期

間とする。 

２ 委員は，再任されることができる。 

 

   第４章 雑則 

（委任） 

第２０条 この条例において別に定めることとされている事項及びこの条例の施行に

関し必要な事項は，市長が定める。 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２４年４月１日から施行する。ただし，次の各号に掲げる規定は，

当該各号に定める日から施行する。 

(1)  第３章及び次項の規定 公布の日から起算して４月を超えない範囲内におい

て市規則で定める日  

(2) 第１５条，第１６条及び附則第３項の規定 平成２４年７月１日 

（準備行為） 

２ この条例の規定による審議会の意見の聴取は，この条例の施行前においても，行う

ことができる。 

（経過措置） 

３ 第１５条及び第１６条の規定は，平成２４年７月１日以後に，次の各号に掲げる共

同住宅の区分に応じ，当該各号に掲げる行為がなされた共同住宅について適用する。 

 (1)  特定共同住宅 京都市中高層建築物等の建築等に係る住環境の保全及び形成

に関する条例第１１条第１項の規定による標識の設置 

 (2) 特定共同住宅以外の共同住宅 建築基準法第６条第１項若しくは第６条の２第

１項の規定による確認の申請又は同法第１８条第２項の規定による通知 
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地域活動ハンドブック 

 

    発行：（初版）平成２５年２月 

       （改訂版）平成２５年９月 

    製作：京都市文化市民局地域自治推進室 

      （地域コミュニティサポートセンター） 
 
                  皆の輪で暮らし安らぐ 

        電話：０７５－２２２－３０９８ 

         FAX：０７５－２２２－３０４２ 

 

京都市印刷物 第２５３０９４号 



 

 

 

京都市では、皆様方からの地域コミュニティ活性化のための様々なお問合せにお答

えするため、総合的な相談窓口である「地域コミュニティサポートセンター」を設置

しています。 

自治会・町内会の運営に関すること、楽しく地域活動を行う工夫など地域コミュニ

ティの活性化に関することについてご相談がありましたら、各区役所・支所地域力推

進室または地域コミュニティサポートセンターへご連絡ください。 

 

 電 話 ＦＡＸ 

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 

サ ポ ー ト セ ン タ ー 

（文化市民局地域自治推進室内） 

皆の和でくらし安らぐ

２２２－３０９８ 
２２２－３０４２ 

（Ｅメール）chiikizukuri@city.kyoto.jp 

各区役所・支所 

地域力推進室 

まちづくり推進 

担当 

北区役所 ４３２－１２０８ ４４１－３２８２ 

上京区役所 ４４１－５０４０ ４４１－２８９５ 

左京区役所 ７０２－１０２９ ７０２－１３０３ 

中京区役所 ８１２－２４２６ ８４１－８１８２ 

東山区役所 ５６１－９１１４ ５４１－７７５５ 

山科区役所 ５９２－３０８８ ５０２－８８８１ 

下京区役所 ３７１－７１７０ ３６１－８８９３ 

南区役所 ６８１－３４１７ ６７１－９６５３ 

右京区役所 ８６１－１２６４ ８７１－０５０１ 

西京区役所 ３８１－７１９７ ３９１－０５８３ 

洛西支所 ３３２－９３１８ ３３２－８１８７ 

伏見区役所 ６１１－１１４４ ６１１－０６３４ 

深草支所 ６４２－３２０３ ６４１－０６７２ 

醍醐支所 ５７１－６１３５ ５７１－２６７３ 

 

 「自治会・町内会＆ＮＰＯおうえんポータルサイト」について   

 京都をより良くするために頑張っている自治会・町内会とＮＰ 

Ｏ法人（特定非営利活動法人）の皆さんを応援するホームページ 

を設けています。このハンドブックの内容をはじめ、各学区の紹 

介、市内の各ＮＰＯ法人の活動内容等が掲載されています。 

  また、自治会・町内会とＮＰＯの縁結びをお手伝いするページ 

も設けています。 

＜アドレス＞http://www5.city.kyoto.jp/chiiki-npo/ 

      ※検索サイトで「京都 自治会 おうえん」と入力して検索 

地域コミュニティサポートセンターのご案内 




